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主な内容　p2-3会計決算報告　p4爆笑稲敷ライブ　p5青少年親
善大使　p6後期高齢者医療制度　p7-12れんこん料理フェア、保
育所入所案内、歴史民俗資料館特別展　p20うまいもん　など

表紙　9月9日に行われた新利根
中学校の体育祭の一コマ。二人三
脚で息ピッタリの二人です。
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平成18年度各会計決算報告

稲敷市の家計簿

　
内
訳
は
普
通
交
付
税
が
46
億

６
１
０
３
万
円
、
特
別
交
付
税

が
５
億
３
０
２
万
円
。

◇
国
庫
支
出
金

決
算
額
は
12
億
７
３
７
３
万
円
。

前
年
度
比
27
・
３
％
の
減
。

　
合
併
補
助
金
等
の
減
に
よ
る

も
の
で
す
。

◇
繰
入
金

決
算
額
は
12
億
３
４
８
７
万
円
。

前
年
度
比
１
１
０
・
６
％
の
増
。

　
公
共
公
用
施
設
整
備
基
金
繰

入
金
等
の
増
に
よ
る
も
の
で
す
。

◇
市
債

決
算
額
は
14
億
３
１
４
０
万
円
。

前
年
度
比
２
・
５
％
の
増
。

【
歳 

出
】

◇
総
務
費

決
算
額
は
21
億
３
８
４
１
万
円
。

前
年
度
比
７
％
の
減
。

主
な
事
業
：
バ
ス
路
線
維
持
事

業
２
８
９
１
万
円
、
交
通
安
全

施
設
整
備
事
業
１
０
９
５
万
円
、

選
挙
経
費
６
５
１
３
万
円
、
統

計
調
査
費
７
０
７
万
円

◇
民
生
費

決
算
額
は
43
億
３
９
２
０
万
円
。

前
年
度
比
６
・
７
％
の
増
。

主
な
事
業
：
障
害
者
自
立
支
援

制
度
事
業
１
億
９
７
５
４
万
円
、

身
障
者
福
祉
ワ
ー
ク
ス
事
業
４

２
５
７
万
円
、
知
的
障
害
者
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
事
業
費

１
９
７
６
万
円
、
老
人
ホ
ー
ム

入
所
援
護
事
業
５
０
６
６
万
円
、

敬
老
事
業
１
３
８
４
万
円
、
福

祉
自
動
車
巡
回
事
業
１
３
８
２

万
円
、
介
護
保
険
特
別
会
計
繰

出
金
３
億
３
９
１
０
万
円
、
医

療
福
祉
事
業
３
億
２
４
５
６
万

円
、
老
人
保
健
特
別
会
計
繰
出

金
５
億
８
７
５
１
万
円
、
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
繰
出
金
３

億
８
０
０
２
万
円
、
児
童
扶
養

手
当
支
給
事
業
１
億
６
１
７
８

万
円
、
児
童
手
当
支
給
事
業
２

億
６
９
２
３
万
円
、
児
童
公
園

整
備
事
業
１
０
２
２
万
円
、
生

活
保
護
費
６
億
６
５
２
万
円
。

◇
衛
生
費

決
算
額
は
18
億
１
８
８
５
万
円
。

前
年
度
比
０
・
７
％
の
減
。

主
な
事
業
：
休
日
診
療
事
業
１

０
１
１
万
円
、
母
子
保
健
事
業

１
８
６
２
万
円
、
各
種
予
防
接

種
事
業
２
７
１
９
万
円
、
老
人

保
健
事
業
７
４
０
９
万
円
、
上

水
道
事
業
補
助
・
出
資
金
３
億

１
２
５
０
万
円
、
環
境
美
化
事

業
１
０
３
０
万
円
、
不
法
投
棄

対
策
事
業
１
７
６
８
万
円
、
粗

大
ゴ
ミ
収
集
事
業
１
２
８
１
万

円
、
火
葬
斎
場
費
負
担
金
２
億

一
般
会
計
決
算
の
概
要

一
般
会
計
の
決
算
額
は
歳
入
総

額
１
９
１
億
３
９
０
１
万
円
、

歳
出
総
額
１
８
３
億
２
７
７
０

万
円
で
、
前
年
度
と
比
較
す
る

と
、歳
入
で
９
７
８
５
万
円（
０

･

５
％
）の
減
と
な
り
、
歳
出
で

は
１
億
９
８
６
１
万
円（
１･

１

％
）の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
歳
入
歳
出
差
引
額
は

８
億
１
１
３
０
万
円
と
な
り
ま

す
が
、
翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ

き
財
源
と
し
て
３
３
３
１
万
円

を
繰
り
越
し
た
た
め
、
実
質
収

支
額
は
７
億
７
７
９
９
万
円
と

な
り
、
前
年
度
と
比
較
す
る
と

１
８
８
６
万
円
の
増
と
な
り
ま

す
。

【
歳 

入
】

◇
市
税

決
算
額
は
49
億
７
３
３
７
万
円
。

前
年
度
比
２
・
９
％
の
減
。

こ
れ
は
個
人
市
民
税
の
増
収
を

法
人
市
民
税
の
減
額
が
上
回
っ

た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
な
お
、
市
全
体
の
徴
収
率
は

84
・
４
％
で
す
。

◇
地
方
交
付
税

決
算
額
は
51
億
６
４
０
６
万
円
。

前
年
度
比
２･

０
％
の
増
。

平成18年度の一般会計および特別会計の決算額は、歳入総額347億3,512万
円、歳出総額331億7,597万円となりました。歳入歳出差引額は15億5,914万
円となりましたが、このうち9,717万円を平成19年度へ繰り越すべき財源とし
て繰越しているため、14億6,196万円が実質収支額となります。
　平成17年度の決算額と比較すると、歳入で8,639万円（0.2％）、歳出で3億
7,485万円（1.1％）の増額となります。増加した主な要因としては、桜川中学校校
舎や市営住宅（結佐住宅）などの建設事業の増があげられます。
　また、公債費負担の健全度を示す指標として昨年度から用いられることとなっ
た実質公債費比率は10.5％となり、茨城県内市町村で3番目によい値となって
います。
※1万円未満を切り捨ててあります。そのため、合計額や構成比率などが合わな
い場合があります。
●稲敷市財政課（江戸崎庁舎）tel.029-892-2000（内線2800）
●稲敷市水道局（江戸崎事務所）tel.029-892-4255（直通）
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会計名	 	 収益的収入	 収益的支出	 資本的収入	 資本的支出
江戸崎地区水道事業	 3億3,145万円	 3億2,025万円	 5,536万円	 1億5,738万円
新利根地区水道事業	 2億59万円	 1億8,790万円	 984万円	 7,383万円
桜川地区水道事業	 1億7,096万円	 1億6,343万円	 1億8,182万円	 2億2,445万円
東地区水道事業		 3億9,173万円	 3億6,033万円	 3,666万円	 1億7,452万円
工業用水道事業		 885万円	 751万円	 ー	 ー

２
６
２
０
万
円
、
塵
芥
処
理
費

負
担
金
５
億
３
１
３
８
万
円
、

し
尿
処
理
負
担
金
２
億
２
４
４

５
万
円

◇
農
林
水
産
業
費

決
算
額
は
10
億
44
万
円
。前
年

度
比
17
・
１
％
の
減
。

主
な
事
業
：
水
田
農
業
構
造
改

革
対
策
事
業
１
億
１
４
８
０
万

円
、
農
道
整
備
事
業
６
６
５
０

万
円
、
土
地
改
良
振
興
事
業
１

億
７
２
６
６
万
円
、
農
業
集
落

排
水
事
業
特
別
会
計
繰
出
金
２

億
６
０
９
６
万
円

◇
土
木
費

決
算
額
は
25
億
１
０
１
３
万
円
。

前
年
度
比
23
・
１
％
の
増
。

主
な
事
業
：
地
籍
調
査
費
（
桜

川
・
東
）３
５
８
９
万
円
、
道
路

維
持
補
修
事
業
４
億
４
８
７
万

円
、
道
路
新
設
改
良
事
業
４
億

６
２
３
９
万
円
、
旧
古
渡
橋
架

替
事
業
２
億
８
２
８
３
万
円
、

新
利
根
地
区
総
合
運
動
公
園
整

備
事
業
６
１
２
６
万
円
、
公
園

管
理
費
４
７
５
７
万
円
、
公
共

下
水
道
事
業
特
別
会
計
繰
出
金

５
億
９
３
３
１
万
円
、
結
佐
住

宅
建
設
事
業
２
億
８
０
２
８
万

円◇
教
育
費

決
算
額
は
32
億
１
２
９
７
万
円
。

前
年
度
比
３
・
４
％
の
減
。

主
な
事
業
：
小
学
校
施
設
維
持

費
１
億
４
７
２
４
万
円
、
Ｔ
Ｔ

非
常
勤
講
師
配
置
事
業
２
３
８

７
万
円
、
中
学
校
施
設
維
持
費

１
億
７
４
１
６
万
円
、
桜
川
中

学
校
改
築
事
業
８
億
３
７
３
０

万
円
、
桜
川
総
合
運
動
公
園
野

球
場
改
修
事
業
６
０
２
１
万
円
、

４
地
区
学
校
給
食
事
業
２
億
１

７
５
４
万
円
。

歳入　192億3,686万円
市税	 49億7,337万円	 26.0％
地方譲与税	 8億9,997万円	 4.7％
地方消費税交付金	 4億5,294万円	 2.4％
地方交付税	 51億6,406万円	 27.0％
国庫支出金	 12億7,373万円	 6.7％
県支出金	 9億820万円	 4.7％
繰入金	 12億3,487万円	 6.4％
繰越金	 11億776万円	 5.8％
諸収入	 6億4,142万円	 3.3％
市債	 14億3,140万円	 7.5％
その他※	 10億5125万円	 5.5％

歳出　181億2,909万円
議会費	 3億5,590万円	 1.9％
総務費	 21億3,841万円	 11.7％
民生費	 43億3,920万円	 23.7％
衛生費	 18億1,885万円	 9.9％
農林水産業費	 10億44万円	 5.5％
商工費	 1億40万円	 0.6％
土木費	 25億1,013万円	 13.7％
消防費	 9億9,473万円	 5.4％
教育費	 32億1,297万円	 17.5％
諸支出金	 5億3,766万円	 2.9％
公債費	 13億1,897万円	 7.2％

会計名	 歳入・歳出
国民健康保険	 歳入	 53億4,807万円
	 歳出	 50億6,087万円
老人保健	 歳入	 46億3,645万円
	 歳出	 44億5,648万円
公平委員会	 歳入	 74万円
	 歳出	 63万円
農業集落排水	 歳入	 4億347万円
事業	 歳出	 3億8,883万円
公共下水道事	 歳入	 29億3,737万円
業	 歳出	 28億703万円
介護保険	 歳入	 20億4,840万円
	 歳出	 19億8,460万円
簡易水道事業	 歳入	 9,572万円
	 歳出	 2,521万円
浮島財産区	 歳入	 148万円
	 歳出	 108万円
古渡財産区	 歳入	 454万円
	 歳出	 420万円
基幹水利施設	 歳入	 1億1,981万円
管理事業　	 歳出	 1億1,929万円

※その他＝利子割交付金・配当割交付金・株式等譲渡所得割交付金・ゴルフ場利用税交付金・自動車取得税交付金・地方特例交付金・
交通安全対策特別交付金・分担金及び負担金・使用料及び手数料・財産収入・寄附金

▪一般会計 平成18年度決算

▪水道事業会計 平成18年度決算

▪特別会計 平成18年度決算

※工業用水道事業会計を除く各水道事業の収益的収支は、消費税抜きの金額です。
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年末の笑い納めをご堪能してみては
爆笑稲敷ライブ2007を開催！

欽ちゃん劇団の公演と若手芸人のお笑いバトルが、あ
ずま生涯学習センターを会場に開催されます。主催は、
稲敷市の「まちづくり」と「まちおこし」を目的に平成
18年度に立ち上がったボランティア団体「笑遊の郷」
です。この企画は萩本欽一氏と萩本企画の全面的な支
援により昨年に引き続き開催される「お笑い」（昨年は

「お笑い講座」として開催）です。
　欽ちゃん球団「茨城ゴールデンゴールズ」の本拠地
にふさわしい、笑いにあふれるイベントです。
●秘書広聴課　政策審議室（江戸崎庁舎）
☎029-892-2000（内線2405）

爆
笑
稲
敷
ラ
イ
ブ
２
０
０
７
は
二
部
構

成
で
行
わ
れ
ま
す
。

　
第
一
部
で
は
、
佐
藤
あ
つ
し
さ
ん
と

あ
さ
り
ど
さ
ん
が
主
演
の
「
欽
ち
ゃ
ん

劇
団
バ
ラ
エ
テ
ィ
公
演
」
を
、
第
二
部

で
は「
若
手
芸
人
お
笑
い
バ
ト
ル
決
勝
」

を
行
い
ま
す
。去
る
７
月
１
日
に
行
わ

れ
た
、
Ａ
グ
ル
ー
プ
予
選
勝
ち
抜
き
４

組
と
、
８
月
25
日
の
Ｂ
グ
ル
ー
プ
予
選

勝
ち
抜
き
４
組
の
計
８
組
に
よ
る
熱
い

ネ
タ
バ
ト
ル
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

　
出
場
予
定
の
若
手
芸
人
さ
ん
は
「
江

戸
む
ら
さ
き
」「
ポ
リ
ス
じ
ろ
う
」「
赤

い
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
」「
５
番
６
番
」「
メ

カ
ド
ッ
グ
」「
上
々
軍
団
」「
シ
ャ
バ
ダ

バ
」「
獅
子
16
」
の
８
組
で
す
。観
客
の

審
査
に
よ
り
選
ば
れ
た
優
勝
者
に
は
、

賞
金
10
万
円
と
茨
城
ゴ
ー
ル
デ
ン
ゴ
ー

ル
ズ
よ
り
サ
プ
ラ
イ
ズ
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
ご
家
族
、
ご
友
人
な
ど
を
お
誘
い
合

わ
せ
の
上
、ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　
皆
さ
ん
で
笑
い
の
一
時
を
過
ご
し
て

み
て
は
い
か
が
で
す
か
？

日時　12月8日（土）午後1時（開場12：30）～
	 　第一部：欽ちゃん劇団バラエティ公演
	 　第二部：若手芸人お笑いバトル決勝
場所　あずま生涯学習センター
入場　無料（事前に配布する入場券が必要です）
　　　先着500名自由席

入場券配布場所：笑遊館、JA稲敷東支店、総合窓口課（江戸崎、桜川、新
利根、東）、江戸崎公民館※、江戸崎体育館※、あずま生涯学習センター※

　▽入場券の配布は11月5日（月）からになります。
　※印の施設は月曜休館のため、11月6日（火）から配布。
その他：詳細につきましては11月上旬に新聞折込にてチラシが入り
ますのでご覧ください。

佐藤あつし

あさりど
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カナダの雄大な自然を満喫
第3回青少年親善大使、姉妹都市サーモンアームへ

8月17日から27日までの11日間にわたり、市内の中高校生21人

が青少年親善大使として姉妹都市サーモンアーム市（カナダ）へ派遣

されました。21人の親善大使たちは、ホームステイしながら現地の

青少年と終始元気に交流を深めてきました。
　その報告を一部抜粋してご紹介します。

稲敷市企画課（江戸崎庁舎）
☎029-892-2000（内線2605）

海
外
派
遣
団
に
参
加
し
て

　
　
新
利
根
中
２
年　
山
口 

克
斗

８
月
17
日
い
よ
い
よ
11
日
間
に

渡
り
国
際
交
流
と
友
好
親
善
を

深
め
る
為
に
日
本
を
旅
立
つ
日

が
来
ま
し
た
。目
的
地
で
あ
る

サ
ー
モ
ン
ア
ー
ム
市
に
到
着
し
、

盛
大
な
歓
迎
式
の
中
、
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
初
対
面
。シ

ェ
グ
ン
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
、
笑
顔

で
僕
を
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
滞
在
中
思
っ
た
事
は
、
気
候

も
良
く
綺
麗
に
管
理
さ
れ
て
い

る
景
色
の
美
し
い
豊
か
な
緑
と

水
に
恵
ま
れ
て
い
る
と
い
う
事

で
す
。こ
こ
に
暮
ら
す
人
々
の

環
境
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
意

識
の
高
さ
と
、
守
ろ
う
と
す
る

努
力
の
結
果
が
現
れ
て
い
る
の

だ
と
思
い
ま
し
た
。ま
た
、
上

下
関
係
を
気
に
せ
ず
、
大
ら
か

さ
も
感
じ
ま
し
た
。

　
派
遣
団
員
と
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
で
行
動
し
た
ハ
ウ
ス
ボ
ー

ト
と
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
は
、
エ
キ

サ
イ
テ
ィ
ン
グ
で
ス
リ
リ
ン
グ

に
満
ち
た
今
ま
で
に
な
い
経
験

に
大
興
奮
。毎
日
が
有
意
義
で

楽
し
く
充
実
し
た
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
期
間
は
、
あ
っ
と
い
う
間
に

過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。見
ず

知
ら
ず
の
僕
を
温
か
く
受
け
入

れ
て
親
切
に
し
て
も
ら
っ
た
上
、

お
別
れ
に
は
涙
を
流
し
な
が
ら

い
つ
ま
で
も
手
を
振
り
見
送
っ

て
く
れ
た
３
人
に
、
ま
た
会
い

に
来
よ
う
と
強
く
思
い
ま
し
た
。

　
僕
は
、
異
な
る
生
活
と
異
な

る
文
化
を
実
際
に
目
に
し
、
感

じ
学
び
、
世
界
を
知
る
第
一
歩

を
踏
み
出
す
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。思
い
切
っ
て
派
遣
団
に
応

募
し
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

カ
ナ
ダ
の
美
し
さ
を
知
っ
て

　
　
　
桜
川
中
１
年　
黒
田　
葵

海
外
が
初
め
て
の
私
に
と
っ
て
、

毎
日
、
カ
ナ
ダ
に
行
く
こ
と
が

楽
し
み
で
楽
し
み
で
待
ち
き
れ

な
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
し

た
。英
語
は
カ
ナ
ダ
に
行
く
前

か
ら
好
き
だ
っ
た
の
で
辞
書
で

調
べ
た
り
し
て
勉
強
は
し
た
の

で
す
が
、
よ
く
話
せ
な
い
の
で

大
丈
夫
か
な
と
い
う
不
安
も
あ

り
ま
し
た
。

　
で
も
、
カ
ナ
ダ
に
着
い
た
ら

そ
ん
な
不
安
は
ふ
き
飛
ん
で
し

ま
い
ま
し
た
。ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
は
と
て
も
や
さ
し
く
、
親

切
で
し
た
。会
っ
た
ら
す
ぐ
に

日
本
語
で
話
し
か
け
て
く
れ
た

こ
と
に
は
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

私
た
ち
の
た
め
に
日
本
語
を
練

習
し
て
く
れ
て
い
た
の
だ
と
思

う
と
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で

す
。私
も
辞
書
で
調
べ
な
が
ら

英
語
で
話
ま
し
た
。大
変
で
し

た
が
と
て
も
楽
し
く
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
ま
し
た
。

　
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
楽
し

く
過
ご
し
た
一
週
間
は
、
あ
っ

と
い
う
間
に
過
ぎ
、
お
別
れ
の

日
が
来
て
し
ま
い
ま
し
た
。と

て
も
つ
ら
か
っ
た
で
す
。す
ご

く
淋
し
く
な
り
、
涙
が
止
ま
り

ま
せ
ん
で
し
た
。も
っ
と
長
く

滞
在
し
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
さ
せ

て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
カ
ナ
ダ
で
の
生
活
は
、
何
も

か
も
が
楽
し
か
っ
た
で
す
。私

は
、
派
遣
団
と
し
て
カ
ナ
ダ
に

行
き
、
他
国
の
人
、
他
校
の
人

な
ど
た
く
さ
ん
の
人
と
の
ふ
れ

あ
い
を
学
び
ま
し
た
。今
度
は
、

私
が
ホ
ス
ト
に
な
っ
て
日
本
の

良
い
と
こ
ろ
を
伝
え
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

平成19年度青少年親善大使
　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）
団長：市村修一
指導員：平賀和明（江戸崎中）、藤田美由紀
（東中）
親善随行員：小川 喜三雄、小川成子
団員：小泉圭司、坂本あかね、浅野彩夏、
根藤光、青野仁美、黒田葵、山田真実、日
下部瞳、小貫智晴、黒田和輝、廣瀬美紗紀、
飯野琴美、張替あんな、糸賀英美、坂本彩、
松田梨花、根本明美、仲内沙耶香、小野瀬
優一、山口克斗、篠塚奈津紀
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■
加
入
対
象
者
お
よ
び

	

加
入
日
に
つ
い
て

75
歳
以
上
の
方（
65
歳
以
上
の
一

定
の
障
害
を
有
す
る
方
で
広
域
連

合
が
認
定
し
た
方
も
含
み
ま
す
）

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
平
成
20
年
３
月
31
日

の
時
点
に
お
い
て
、
老
人
保
健

法
医
療
受
給
者
証
を
お
持
ち
の

方
は
、
今
ま
で
の
国
民
健
康
保

険
や
社
会
保
険
等
の
健
康
保
険

か
ら
全
員
が
後
期
高
齢
者
医
療

の
被
保
険
者
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
20
年
４
月
１
日

以
降
に
75
歳
（
一
定
の
障
害
を
有

す
る
方
に
つ
い
て
は
65
歳
）
の
誕

生
日
を
む
か
え
る
方
は
、
誕
生

日
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
の
被

保
険
者
と
な
り
ま
す
。

（
例
）
９
月
15
日
が
75
歳
の
誕

生
日
の
場
合
→
９
月
15
日
か
ら

後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者

■	

被
保
険
者
証
を
お
届
け

	

す
る
時
期
に
つ
い
て

①
平
成
20
年
３
月
31
日
の
時
点

で
75
歳
に
な
っ
て
い
る
方
→
平

成
20
年
３
月
中
に
１
人
１
枚
の

後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者

証
を
お
渡
し
し
ま
す
。

②
平
成
20
年
４
月
１
日
以
降

に
75
歳
の
誕
生
日
を
む
か
え

る
方
→
75
歳
の
誕
生
日
を
む

か
え
る
日
ま
で
に
後
期
高
齢

者
医
療
の
被
保
険
者
証
を
お

渡
し
し
ま
す
。

※
平
成
20
年
４
月
１
日
以
降

は
、
後
期
高
齢
者
医
療
の
被

保
険
者
証
を
医
療
機
関
窓
口

に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

後期高齢者医療制度の被保険者証のお知らせ
平成20年4月1日から後期高齢者医療制度が始まります。これ
に伴い、新たに後期高齢者医療の被保険者証が市町村から送付
されます。

後期高齢者医療広域連合（水戸市赤塚1-1ミオス１階）
☎029-309-1212
HPhttp://www.ibaraki-kouikirengo.ecnet.jp/
稲敷市保険課老人保健係（桜川庁舎）
☎029-892-2000（内線4600・4611）

後期高齢者医療被保険者証
有効期限　　　　　　　　　

被保険者番号

被

保

険

者

住　所

氏　名 男・女

生年月日 年　　月　　日

資格取得年月日 年　　月　　日

発効期日 年　　月　　日

交付年月日 年　　月　　日
一部負担金の割合

保険者番号
並びに保険
者の名称及
び印
　　　

大きさは、現行の医療受給者証と同じです。

平成20年4月1日から

現 在

+

後期高齢者医療
被保険者証

75歳以上の方は保険証が変わります
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家庭の粗大ごみ収集
桜川地区で実施
11月11日（日）と18日（日）

雨天決行

▽搬入時間：午前９時〜正午／午後１時〜4時
▽場所：：市役所桜川庁舎
※注意：広報稲敷5月号の折込チラシでは、1月18
日になっていましたが、正しくは、11月18日です。
●稲敷市生活環境課（桜川庁舎）tel.029-892-2000
（内線4400）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
光
回
線

　
無
料
体
験
コ
ー
ナ
ー
設
置

の
協
力
に
よ
り
、
市
内
４
庁
舎

へ
光
フ
ァ
イ
バ
ー
体
験
コ
ー
ナ

ー
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

▽
利
用
時
間
：
月
〜
金
曜
日
午

前
８
時
30
分
〜
午
後
5
時
（
江

戸
崎
庁
舎
の
み
、
木
曜
日
午
後
８

時
ま
で
）　

▽
利
用
方
法
：
各

庁
舎
総
合
窓
口
課
に
申
し
込
む

●
稲
敷
市
企
画
課
（
江
戸
崎
庁

舎
）
☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２

現
在
、
市
内
全
域
で
、
Ｋ
Ｄ
Ｄ

Ｉ
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
両
社
の
光
回
線
サ

ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
ま
す
。詳

細
は
、
問
合
せ
セ
ン
タ
ー
ま
た

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ

●
ひ
か
り
ｏ
ｎ
ｅ
受
付
（
株
式

会
社
Ｐ
Ｋ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
通
信
）
☎
０
１

２
０
︲
９
１
６
︲
７
１
６
（
通

11
月
は
男
女
共
同
参
画
推
進
月
間

　
ハ
ー
モ
ニ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

催
し
ま
す
。ぜ
ひ
参
加
し
て
、

こ
の
機
会
に
「
男
女
共
同
参
画

社
会
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
？

▽
日
時
：
11
月
11
日（
日
）午
後

12
時
40
分
〜
３
時
30
分　
▽
場

所
：
あ
ず
ま
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
多
目
的
ホ
ー
ル（
稲
敷
市
佐
原

組
新
田
１
５
９
６
）　

▽
内
容
：

①
基
調
講
演
「
い
ま
、
な
ぜ
男

女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
な
の

か
～
少
子
化
、
非
正
規
雇
用
…

問
題
山
積
の
現
状
打
開
を
目
指

し
て
～
」／
講
師
：
鹿
嶋
敬（
実

践
女
子
大
学
教
授
）
②
実
践
活
動

の
紹
介　
ほ
か　
▽
入
場
：
無

料　

▽
そ
の
他
：
手
話
通
訳
、

保
育（
未
就
学
児
）あ
り

●
稲
敷
市
秘
書
広
聴
課
（
江
戸

崎
庁
舎
）
☎
０
２
９
︲
８
９
２

︲
２
０
０
０（
内
線
２
４
０
３
）

市
で
は
、
今
年
４
月
に
施
行
し

た
「
稲
敷
市
男
女
共
同
参
画
推

進
条
例
」で
、毎
年
11
月
を「
男

女
共
同
参
画
推
進
月
間
」
と
定

め
、
広
く
男
女
共
同
参
画
に
つ

い
て
関
心
と
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
月
間
の
前
後
に
は
、
フ
ォ
ー

ラ
ム
や
各
種
啓
発
活
動
を
通
じ

て
、
市
民
や
事
業
所
の
皆
さ
ん

へ
の
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。男
女
が
共
に
い
き
い
き

と
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
み
ん

な
で
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実

現
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

ハ
ー
モ
ニ
ー

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

市
で
は
、
推
進
月
間
に
あ
わ
せ

「
支
え
あ
い
平
等
の
輪
を
明
日

へ
」
を
テ
ー
マ
に
、
フ
ォ
ー
ラ

ム
実
行
委
員
会
と
稲
敷
地
域
農

業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
と
の
共

催
で
「
い
な
し
き
女ひ
と
と
男ひ
と
の
ハ

ー
モ
ニ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開

０
０
０（
内
線
２
６
０
６
）

話
料
無
料
）／
受
付
時
間
：

午
前
９
時
〜
午
後
７
時

（
土
日
、
祝
日
も
受
付
）

HPhttp://w
w
w
.hikari-

one.com
/

Ｎ
Ｔ
Ｔ

●
Ｂ
フ
レ
ッ
ツ
☎
０
１
２

０
︲
１
１
６
︲
１
１
６

（
通
話
料
無
料
）
／
受
付
時

間
：
午
前
9
時
〜
午
後
9

時
（
土
日
、
祝
日
も
受
付
）

HPhttp://flets.com
/

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

無
料
体
験
コ
ー
ナ
ー

Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
両
社
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年
金
コ
ー
ナ
ー

　
年
末
調
整
と
確
定
申
告

で
に
納
付
さ
れ
た
国
民
年
金

保
険
料
額

②
年
内
に
納
付
が
見
込
ま
れ
る

場
合
の
納
付
見
込
額

　
納
付
忘
れ
な
ど
が
あ
る
場
合

も
、
年
内
に
納
付
す
れ
ば
、
今

年
分
の
控
除
と
し
て
申
告
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

3
２
月
初
旬
に

送
付
さ
れ
る
場
合

年
の
途
中
か
ら
国
民
年
金
に
加

入
し
た
場
合
な
ど
、
10
月
２
日

以
降
に
今
年
初
め
て
保
険
料
を

納
付
す
る
方
に
つ
い
て
は
、
翌

年
２
月
初
旬
に
同
様
の
証
明
書

が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　
年
末
調
整
ま
た
は
確
定
申
告

の
手
続
き
の
際
は
、
必
ず
こ
の

証
明
書
や
領
収
証
書
を
添
付
し

て
く
だ
さ
い
。

4
保
険
料
は
世
帯
で

連
帯
し
て
納
付

国
民
年
金
保
険
料
は
、
被
保
険

者
本
人
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の

年
末
調
整
や
確
定
申
告
に
は

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険

料
）控
除
証
明
書
」が
必
要
で
す
。

1
年
金
保
険
料
は

控
除
の
対
象

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
し

た
金
額
が
所
得
税
や
市
町
村
民

税
な
ど
の
社
会
保
険
料
控
除
の

対
象
と
な
り
ま
す
。社
会
保
険

料
控
除
と
し
て
申
告
す
る
場
合

は
、今
年
１
年
間
に
納
付（
納
付

見
込
み
を
含
む
）し
た
国
民
年
金

保
険
料
を
証
明
す
る
書
類
の
添

付
な
ど
が
必
要
で
す
。

2
11
月
初
旬
に
送
付

生
命
保
険
会
社
な
ど
が
発
行
す

る
控
除
証
明
書
と
同
様
に
、
１

年
間
に
納
付
し
た
国
民
年
金
保

険
料
の
額
を
証
明
す
る
「
社
会

保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控

除
証
明
書
」（
ハ
ガ
キ
）が
、社
会

保
険
庁
か
ら
毎
年
11
月
初
旬
に

送
付
さ
れ
ま
す
。

①
今
年
1
月
か
ら
10
月
１
日
ま

世
帯
の
世
帯
主
と
配
偶
者
も
連

帯
し
て
納
付
す
る
義
務
が
あ
り

ま
す
。ご
家
族
の
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
し
た
場
合
は
、
そ

の
納
付
額
の
全
額
が
納
付
し
た

方
の
所
得
税
な
ど
の
控
除
対
象

と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
場
合
は
、
年
末

調
整
な
ど
の
手
続
き
の
際
に
ご

自
身
の
社
会
保
険
料
の
額
と
合

算
し
て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
と
き
、
ご
家
族
分
の
証
明

書
も
申
告
す
る
方
の
申
告
書
に

添
付
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ご
不
明
の
点
は
、
社
会
保
険

庁
か
ら
送
付
さ
れ
る
「
社
会
保

険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除

証
明
書
」
の
お
問
合
せ
先
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

●
社
会
保
険
庁
HPhttp://

w
w
w
.sia.go.jp/

●
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
☎
０
５

７
０
︲
０
５
︲
１
１
６
５

☆

●
稲
敷
市
保
険
課
年
金
係
（
桜

川
庁
舎
）
☎
０
２
９
︲
８
９
２

︲
２
０
０
０（
内
線
４
６
０
９
）

日
本
一
の
れ
ん
こ
ん
料
理
フ
ェ
ア

　
11
月
に
霞
ヶ
浦
周
辺
６
市
町
村
で
開
催

日
本
一
の
生
産
量
を
誇
る
霞
ヶ

浦
沿
岸
の
「
れ
ん
こ
ん
」。旬
の

れ
ん
こ
ん
を
、
よ
り
美
味
し
く
、

も
っ
と
身
近
に
食
べ
て
も
ら
お

う
と
、
11
月
の
１
か
月
間
「
れ

ん
こ
ん
料
理
フ
ェ
ア
」を
開
催
。

　
今
年
は
、
稲
敷
市
を
は
じ
め
、

霞
ヶ
浦
周
辺
６
市
町
村
の
ホ
テ

ル
や
料
理
店
な
ど
33
店
舗
で
、

和
洋
中
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
オ
リ

ジ
ナ
ル
れ
ん
こ
ん
料
理
を
ご
用

意
。ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
で
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。

市
内
参
加
店
舗

市
内
で
は
、
次
の
お
店
が
料
理

フ
ェ
ア
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

「
朝
日
屋
」

▽
住
所
：
須
賀
津
２
７
９
番
地

１　
▽
電
話
：
☎
０
２
９
︲
８

９
４
︲
２
１
１
６

「
日
本
料
理
さ
ん
す
い
」

▽
住
所
：
神
宮
寺
８
４
５
番
地

１　
▽
電
話
：
☎
０
２
９
︲
８

９
４
︲
３
８
５
０

試
食
・
展
示
会

料
理
フ
ェ
ア
に
参
加
す
る
お
店

（
10
店
舗
）
に
よ
る
試
食
展
示
会

が
行
わ
れ
ま
す
。創
意
工
夫
し

た
れ
ん
こ
ん
料
理
の
展
示
、
レ

シ
ピ
の
紹
介
、
試
食
品
の
提
供

を
し
ま
す
。健
康
野
菜
れ
ん
こ

ん
の
魅
力
を
味
わ
っ
て
み
ま
せ

ん
か
？

▽
日
時
：
11
月
７
日（
水
）午
前

11
時
30
分
〜
午
後
1
時
30
分

▽
場
所
：
茨
城
県
県
南
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
（
JR
土
浦
駅
前
ウ

ラ
ラ
ビ
ル
５
階
）

●
「
日
本
一
の
れ
ん
こ
ん
料
理

フ
ェ
ア
」
実
行
委
員
会
事
務
局

（
JA
全
農
い
ば
ら
き
県
南
VF
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
内
）
☎
０
２
９
︲
８
３

０
︲
４
４
４
４

●
稲
敷
市
農
政
課（
東
庁
舎
）☎

０
２
９
９
︲
７
８
︲
３
３
８
５

（
直
通
）
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平
成
20
年
４
月
入
所
保
育
所
案
内

　
12
月
３
日
か
ら
受
付児

童
福
祉
課
の
み

市
内
の
保
育
所
、
保
育
園
の
入

所
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

受
付

入
所
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
期

間
内
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
用
紙
は
、
児
童
福
祉
課
と

各
総
合
窓
口
課
に
あ
り
ま
す
。

期
間

12
月
３
日
（
月
）
〜
７
日
（
金
）、

９
日（
日
）午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
15
分　
※
９
日（
日
）は

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

　
ご
存
知
で
す
か
？き

な
い
」
と
嘘
を
言
っ
た
り
、

脅
か
し
て
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

を
さ
せ
な
か
っ
た
場
合
、
妨
害

と
な
り
、
８
日
間
を
過
ぎ
て
も

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
が
続

き
ま
す
。（
た
だ
し
、
妨
害
を
し
た

か
ど
う
か
立
証
が
困
難
な
こ
と
も
）

　
訪
問
販
売
で
あ
っ
て
も
、
法

律
で
指
定
さ
れ
て
い
な
い
商
品

や
サ
ー
ビ
ス
、
指
定
さ
れ
て
い

て
も
、
乗
用
自
動
車
や
３
０
０

０
円
未
満
の
現
金
取
引
は
ク
ー

リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
こ
ち
ら
か
ら
契
約
す
る

つ
も
り
で
業
者
を
呼
ん
だ
場
合

も
行
使
で
き
ま
せ
ん
。（
チ
ラ
シ

で
安
い
商
品
を
見
て
購
入
の
つ
も

り
が
、
別
の
高
額
な
商
品
を
勧
め

ら
れ
て
契
約
し
た
と
き
な
ど
は
可

能
）

相
談
窓
口

●
茨
城
県
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
・
土
浦
分
室
☎
０
２
９
︲
８

２
２
︲
７
０
４
２
／
土
浦
市
真

鍋
５
︲
１
７
︲
２
６
（
土
浦
合

同
庁
舎
内
）

突
然
の
訪
問
販
売
や
電
話
勧
誘

な
ど
で
、
意
に
そ
ぐ
わ
な
い
契

約
を
し
て
し
ま
っ
た
場
合
、
ハ

ガ
キ
な
ど
に
解
約
す
る
旨
を
記

載
し
業
者
に
発
送
す
る
こ
と
で
、

一
切
の
負
担
な
し
で
契
約
を
解

除
で
き
ま
す
。

で
き
る
、で
き
な
い
場
合

一
般
的
に
訪
問
販
売
や
電
話
勧

誘
な
ど
の
場
合
、
行
使
期
間
は

契
約
書
を
受
け
取
っ
た
日
か
ら

８
日
間
で
す
。

　
契
約
書
に
は
、
法
律
で
定
め

ら
れ
た
事
項
が
き
ち
ん
と
記
載

さ
れ
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

契
約
日
、
金
額
、
事
業
者
の
名

称
や
住
所
、
商
品
名
な
ど
で
す
。

ま
た
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
に

つ
い
て
の
説
明
も
赤
字
で
記
載

す
る
よ
う
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
記
載
事
項
が
な
い

場
合
や
契
約
書
を
受
領
し
て
い

な
い
場
合
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ

フ
期
間
は
終
わ
り
ま
せ
ん
。ま

た
、
業
者
が
「
契
約
は
解
除
で

市内保育所（市立・私立）

病
気
、
出
産
ま
た
は
病
人
の
看

病
な
ど
で
児
童
の
保
育
が
困
難

な
場
合
。

●
稲
敷
市
児
童
福
祉
課
（
新
利

根
庁
舎
）
☎
０
２
９
７
︲
８
７

︲
３
２
４
７（
直
通
）

保育所名	 住所	 問合せ	 定員
市立江戸崎第一保育所	 椎塚1168	 tel.029-892-2246	 80人
市立江戸崎第二保育所	 江戸崎乙482-1	 tel.029-892-4094	 140人
市立桜川保育所	 古渡297-1	 tel.029-894-3703	 70人
私立江戸崎保育園	 江戸崎乙1258	 tel.029-892-2670	 90人
私立新利根つばさ保育園	 角崎1578-2	 tel.0297-87-3600	 120人
私立幸田保育園	 幸田1349	 tel.0299-79-2296	 90人

場
所

各
総
合
窓
口
課
（
新

利
根
庁
舎
は
児
童
福
祉

課
）入

所
基
準

市
内
在
住
者
で
０
歳

児
か
ら
小
学
校
就
学

前
の
児
童
で
、
両
親

や
同
居
の
親
族
な
ど

が
働
い
て
い
た
り
、
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Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
し
ま
し
た

　
も
し
も
の
時
の
心
停
止
の
た
め
に

市
で
は
、
10
月
か
ら
市
役
所
江

戸
崎
庁
舎
、
桜
川
庁
舎
、
東
庁

舎
の
各
総
合
窓
口
課
に
、
Ａ
Ｅ

Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
を

設
置
し
ま
し
た
。昨
年
度
設
置

し
た
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
と
合

わ
せ
て
市
内
４
地
区
に
設
置
が

完
了
し
ま
し
た
。

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
と
は
、
多
く
の

突
然
死
の
原
因
と
な
る
心

臓
の
危
険
な
状
態
を
自
動

で
判
断
し
、
電
気
シ
ョ
ッ

ク
を
与
え
る
こ
と
で
正
常

な
リ
ズ
ム
に
戻
す
機
械
で

す
。

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
操
作
方
法

を
音
声
ガ
イ
ド
し
て
く
れ

あ
い
ア
イ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
11
月
17
日

▽
日
時
：
11
月
17
日（
土
）午
前

10
時
〜
正
午　
▽
場
所
：
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
い
ア
イ

▽
対
象
：
就
園
前
の
乳
幼
児
と

保
護
者
／
定
員
70
組　

▽
申

込
：
11
月
９
日
（
金
）
ま
で
（
平

日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

「
あ
い
ア
イ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

を
開
催
し
ま
す
。

　
親
子
で
、
い
ろ
い
ろ
な
遊
び

の
コ
ー
ナ
ー
で
遊
ん
だ
り
、
歌

や
お
話
な
ど
お
楽
し
み
が
い
っ

ぱ
い
で
す
。参
加
無
料
で
す
。

人
権
週
間

　
12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で

●
稲
敷
市
人
権
同
和
対
策
室

（
新
利
根
庁
舎
）
☎
０
２
９
７
︲

８
７
︲
３
２
３
６（
直
通
）

記
念
講
演
会

県
で
は
、
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら

人
権
を
考
え
て
も
ら
お
う
と
、

記
念
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

講
師
に
俳
優
の
高
橋
元
太
郎
氏

を
招
い
て
の
講
演
会
や
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

▽
日
時
：
12
月
８
日（
土
）午
後

１
時
〜（
開
場
＝
午
後
12
時
20
分
）

　
▽
場
所
：
東
海
文
化
セ
ン
タ

ー
大
ホ
ー
ル
（
那
珂
郡
東
海
村
船

場
７
６
８
）　
▽
申
込
：
電
話
ま

た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
。フ
ァ
ッ
ク

ス
は
、
必
要
事
項（
人
権
週
間
記

念
講
演
会　

①
住
所　

②
氏
名　

③
電
話
番
号　
④
参
加
人
数
）
を

明
記
し
、
申
し
込
む
。定
員
８

０
０
名
。

●
茨
城
県
人
権
啓
発
推
進
セ
ン

タ
ー
☎
０
２
９
︲
３
０
１
︲
３

１
３
６
／
fax
０
２
９
︲
３
０
１

︲
３
１
３
８

昭
和
23
年
12
月
10
日
、
国
連
総

会
で
世
界
人
権
宣
言
が
採
択
さ

れ
た
の
を
記
念
し
、
毎
年
12
月

10
日
は
「
人
権
デ
ー
（H

um
an 

Rights Day
）」
と
定
め
ら
れ
ま

し
た
。

　
法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
で
は
、
12
月
４
日
か

ら
10
日
ま
で
を
「
人
権
週
間
」

と
し
て
各
種
の
人
権
啓
発
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
一
人
ひ
と
り
は
み
な
違
い
ま

す
が
、
人
権
は
す
べ
て
の
人
に

平
等
に
保
障
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
自
分
の
人
権
を
主
張

す
る
だ
け
で
は
、
他
の
人
の
人

権
を
侵
害
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。人
権
週
間
に
当
た
り
、
人

権
は
、
自
分
と
同
じ
よ
う
に
他

の
人
に
も
あ
る
こ
と
を
考
え
、

お
互
い
に
相
手
の
立
場
を
考
え
、

豊
か
な
人
間
関
係
を
つ
く
り
ま

し
ょ
う
。

●
水
戸
地
方
法
務
局

●
茨
城
県
人
権
擁
護
委
員
連
合

会

る
た
め
、
一
般
の
人
で
も
確
実

に
操
作
で
き
ま
す
。ま
た
、
心

臓
の
動
き（
心
電
図
）を
自
動
解

析
し
、
電
気
シ
ョ
ッ
ク
が
必
要

な
方
に
の
み
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を

流
す
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
万
が
一
、
誰
か
が
突
然
倒
れ

た
場
合
に
は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
活
用

し
て
救
命
に
役
立
て
て
く
だ
さ

い
。

※
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
な
る
べ
く
普
通

救
急
講
習
を
終
了
し
た
人
が
使

用
し
て
く
だ
さ
い
。

●
健
康
増
進
課（
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
）
☎
０
２
９
７
︲
８
７
︲

６
１
１
１（
直
通
）

分
）子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

●
稲
敷
市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
「
あ
い
ア
イ
」（
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
内
）☎
・
fax
０
２
９
７
︲

８
７
︲
７
０
７
０
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竹
と
ん
ぼ
作
り
と
古
文
書
講
座

　
歴
史
民
俗
資
料
館
講
座

歴
史
民
俗
資
料
館
で
、
二
つ
の

講
座
を
開
催
し
ま
す
。

竹
と
ん
ぼ
作
り
講
座

昔
な
が
ら
の
竹
と
ん
ぼ
を
、
肥ひ

後ご

守の
か
みと
い
う
小
刀
を
使
っ
て
作

り
ま
す
。秋
の
空
に
自
分
で
作

っ
た
竹
と
ん
ぼ
を
飛
ば
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

▽
日
時
：
11
月
４
日（
日
）午
後

２
時
〜
４
時　
▽
場
所
：
図
書

館
２
階
会
議
室　
▽
対
象
：
市

内
に
在
住
、在
勤
の
親
子（
保
護

者
）　

▽
講
師
：
根
本
泰
一
さ

ん　
▽
申
込
：
資
料
館
へ
申
し

込
む
。定
員
10
名
程
度

古
文
書
講
座

資
料
館
講
座
「
初
歩
か
ら
の
古

文
書
講
座
」
を
開
催
し
ま
す
。

初
心
者
を
対
象
と
し
た
や
さ
し

い
講
座
で
、
古
文
書
の
解
読
方

法
の
基
礎
な
ど
を
学
び
ま
す
。

▽
日
時
：
全
４
回
、
毎
月
第
３

土
曜
日（
11
月
17
日
、
12
月
15
日
、

１
月
19
日
、
２
月
16
日
）
午
後
２

時
〜
４
時　
▽
場
所
：
市
立
図

書
館
２
階
会
議
室　
▽
対
象
：

初
心
者
の
方
。市
内
在
住
、
在

勤
の
方　
▽
申
込
：
資
料
館
へ

申
し
込
む
。定
員
15
名
程
度　

▽
受
講
無
料
。※
教
材
、
資
料

は
資
料
館
収
蔵
資
料
を
利
用
。

別
途
必
要
と
な
っ
た
場
合
は
受

講
生
負
担
。

●
稲
敷
市
立
歴
史
民
俗
資
料
館

☎
０
２
９
９
︲
７
９
︲
３
２
１

１
／
稲
敷
市
八
千
石
18
番
地
１

に
平
安
風
が
見
ら
れ
、
寄
木
造

り
や
玉
ぎ
ょ
く
眼が
ん
な
ど
の
技
法
に
は
鎌

倉
時
代
の
特
徴
が
見
ら
れ
ま
す
。

憤ふ
ん
怒ぬ

を
表
し
た
面
部
の
表
情
と

い
い
、
県
内
で
も
鎌
倉
初
期
の

好
作
例
で
す
。

　
最
後
に
ア
ル
カ
イ
ッ
ク
・
ス

マ
イ
ル
を
た
た
え
た
「
木
造
大

日
如
来
坐
像
」（
写
真
３
）
を
紹

介
し
ま
す
。こ
の
像
は
面
部
の

表
情
に
は
７
世
紀
代
の
飛
鳥
仏

の
よ
う
な
笑
み
を
浮
か
べ
て
い

ま
す
。ぜ
ひ
ご
来
場
い
た
だ
き
、

そ
の
眼
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▽
会
期
：
〜
11
月
25
日
（
日
）

（
休
館
＝
月
曜
、
10
月
31
日
（
水
）、

11
月
23
日（
金
））　
▽
特
別
展
講

演
会
：
11
月
11
日（
日
）午
後
２

時
〜
２
階
視
聴
覚
室

●
稲
敷
市
立
歴
史
民
俗
資
料
館

☎
０
２
９
９
︲
７
９
︲
３
２
１

１
／
稲
敷
市
八
千
石
18
番
地
１

特
別
展「
御み

仏ほ
と
けの
か
た
ち
Ⅱ
」

　
歴
史
民
俗
資
料
館
で
11
月
25
日
ま
で

神
宮
寺
所
蔵
の
「
木
造
聖し
ょ
う

観か
ん

音の
ん
菩ぼ

薩さ
つ
立
像
」（
写
真
１
）
は
修

復
作
業
を
経
て
、
平
成
17
年
に

県
の
指
定
文
化
財
と
な
り
、
今

回
が
指
定
後
初
め
て
の
一
般
公

開
と
な
り
ま
す
。ほ
ぼ
等
身
大

の
観
音
様
の
お
姿
は
圧
巻
で
、

平
安
風
の
優
美
さ
を
示
す
作
風

は
心
を
和
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

　
今
回
の
展
示
に
先
立
ち
、
資

料
館
で
は
桜
川
地
区
の
寺
院
な

ど
を
踏
査
し
、
新
た
に
注
目
す

べ
き
像
を
見
出
し
ま
し
た
。そ

の
一
つ
が
安
穏
寺
所
蔵
の
「
木

造
不ふ

動ど
う

明み
ょ
う
王お
う
立
像
」（
写
真
２
）

で
す
。衣え

紋も
ん

の
彫
の
浅
さ
な
ど1

2

3



広報稲敷平成19年11月号　12

認
知
症
の
予
防
は
早
期
発
見
か
ら

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
を

高
齢
に
な
る
に
つ
れ
て
認
知
症

は
誰
に
で
も
起
こ
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

認
知
症
の
原
因
と
引
き
金

認
知
症
の
原
因
と
な
る
病
気
の

直
接
的
要
因
は
「
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
病
」と「
脳
血
管
障
害
」が

全
体
の
約
８
割
を
占
め
ま
す
。

　
さ
ら
に
、身
体
的
、精
神
的
、

環
境
的
と
い
っ
た
間
接
的
要
因

が
、
進
行
の
引
き
金
と
な
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

最
近
こ
ん
な
こ
と
が

気
に
な
り
ま
せ
ん
か
？

①
何
度
も
同
じ
事
を
言
っ
た
り

聞
い
た
り
す
る

②
置
き
忘
れ
や
し
ま
い
忘
れ
が

よ
く
あ
る

③
病
院
か
ら
も
ら
っ
た
薬
の
管

理
が
出
来
な
い

　
認
知
症
は
早
期
発
見
・
早
期

大
日
苑
で
文
化
財
登
録
記
念

　
コ
ン
サ
ー
ト
を
11
月
17
日
開
催

稲
敷
伝
統
文
化
保
存
会
で
は
、

「
大
日
苑
」（
旧
植
竹
庄
兵
衛
邸
）

が
国
の
有
形
文
化
財
（
建
造
物
）

に
登
録
さ
れ
た
の
を
記
念
し
て
、

記
念
コ
ン
サ
ー
ト
と
見
学
会
を

開
催
し
ま
す
。

記
念
コ
ン
サ
ー
ト

植
竹
庄
兵
衛
氏
の
孫
娘
で
、
フ

ル
ー
ト
奏
者
、
女
優
、
声
楽
家

と
し
て
世
界
的
に
活
躍
さ
れ
て

い
る
、
神
崎
愛
さ
ん
の
素
敵
な

コ
ン
サ
ー
ト
「
神
崎
愛
フ
ル
ー

ト
と
歌
で
つ
づ
る
世
界
の
旅　

〜
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ　
ピ
ア
ノ　
広
瀬

美
紀
子
（
八
王
子
音
楽
院
院
長
）

〜
」を
行
い
ま
す
。

▽
日
時
：
11
月
17
日（
土
）午
後

１
時
〜
（
開
場
＝
午
後
12
時
30
分

〜
）　

▽
場
所
：
江
戸
崎
公
民

館
（
☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
４
１

１
０
）　

▽
入
場
：
無
料
／
要

整
理
券
／
全
席
自
由
（
先
着
順
）

／
定
員
６
７
０
名

整
理
券
配
布
場
所

市
内
、
８
か
所
の
公
共
施
設
で

入
場
整
理
券
を
配
布
中
で
す
。

①
江
戸
崎
庁
舎　
②
江
戸
崎
公

民
館　
③
新
利
根
庁
舎　
④
新

利
根
公
民
館　
⑤
桜
川
庁
舎　

⑥
桜
川
公
民
館　
⑦
東
庁
舎　

⑧
あ
ず
ま
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

見
学
会

建
物
の
見
学
会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時
：
11
月
18
日（
日
）午
前

10
時
〜
午
後
５
時

▽
場
所
：
江
戸
崎

甲
２
３
５
４
番
地

●
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
稲

敷
伝
統
文
化
保
存

会
☎
０
２
９
︲
８

９
３
︲
１
０
１
１

治
療
が
大
切
で
す
。

　
早
期
発
見
に
は
、
家
族
や
友

人
と
い
っ
た
方
の
協
力
が
不
可

欠
で
す
。

進
行
す
る
前
に
！

「
認
知
症
か
な
？
」
と
思
っ
た

ら
、
出
来
る
だ
け
早
い
時
期
に

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に

相
談
し
ま
し
ょ
う
。地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
専
門
の
医
療

機
関
や
、
介
護
保

険
の
対
応
な
ど
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
行

っ
て
い
ま
す
。

●
稲
敷
市
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
江
戸
崎
福
祉
セ
ン

タ
ー
内
）
☎
０
２

９
︲
８
３
４
︲
５

３
５
３
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労
働
力
調
査

12
月
に
浮
島
地
区
で

総
務
省
統
計
局
で
は
、
12
月
に

浮
島
地
区
の
一
部
で
「
労
働
力

調
査
」を
行
い
ま
す
。

　
労
働
力
調
査
と
は
、
就
業
状

況
を
調
べ
経
済
対
策
や
失
業
対

策
な
ど
に
活
か
す
た
め
の
調
査

で
、
毎
月
全
国
２
９
０
０
の
調

査
区
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
調
査
は
、
調
査
員
が
地
区
内

の
各
世
帯
に
お
伺
い
し
、
名
簿

を
作
成
。こ
れ
を
も
と
に
調
査

世
帯
を
選
び
調
査
を
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
調
査
の
内
容
を
他
に

漏
ら
す
こ
と
や
目
的
外
に
使
用

す
る
こ
と
は
固
く
禁
じ
ら
れ
て

い
ま
す
の
で
、
調
査
に
ご
協
力

を
い
た
だ
い
た
世
帯
に
迷
惑
が

か
か
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
し
ま
す
。

▽
調
査
開
始
月
：
平
成
19
年
12

月　
▽
調
査
地
域
：
稲
敷
市
浮

島
の
一
部（
桜
川
地
区
）

●
茨
城
県
企
画
部
統
計
課
人
口

労
働
担
当
☎
０
２
９
︲
３
０
１

︲
２
６
４
９

女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、

悩
み
を
持
っ
た
女
性
が
気
軽
に

相
談
で
き
る
、
専
用
の
電
話
相

談
窓
口
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

職
場
に
お
け
る
男
女
差
別
や
セ

ク
ハ
ラ
、
夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か

ら
の
暴
力
、
ス
ト
ー
カ
ー
な
ど

女
性
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
人
権

侵
害
に
つ
い
て
、
女
性
の
人
権

擁
護
委
員
が
相
談
を
受
け
付
け

ま
す
。秘
密
厳
守
。

　
ま
た
、
11
月
12
日
か
ら
25
日

の
「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な

く
す
運
動
」
期
間
中
は
、
相
談

時
間
を
延
長
し
ま
す
。

▽
期
間
中
の
日
時
：
11
月
12
日

（
月
）
〜
18
日
（
日
）
／
時
間
：

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

（
土
日
＝
午
前
10
時
〜
午
後
５
時
）

　
▽
相
談
電
話
番
号
：
☎
０
５

７
０
︲
０
７
０
︲
８
１
０

●
水
戸
地
方
法
務
局
人
権
擁
護

課
☎
０
２
９
︲
２
２
７
︲
９
９

１
９

オ
ー
タ
ム
パ
ー
テ
ィ
ー

女
性
参
加
者
募
集

稲
敷
市
商
工
会
青
年
部
で
は
、

県
南
地
区
商
工
会
青
年
部
の
共

同
事
業
と
し
て
若
手
後
継
者
の

出
会
い
を
求
め
て
「
オ
ー
タ
ム

パ
ー
テ
ィ
ー
」を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時
：
11
月
24
日（
土
）午
後

６
時
30
分
〜　
▽
場
所
：
牛
久

シ
ャ
ト
ー　
▽
参
加
資
格
：
20

歳
以
上
の
独
身
女
性　
▽
参
加

費
：
１
０
０
０
円　
▽
申
込
：

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
、

牛
久
市
商
工
会
へ
申
し
込
む
。

フ
ァ
ッ
ク
ス
は
必
要
事
項
（
①

氏
名　

②
年
齢　

③
職
業　

④
住

所　

⑤
連
絡
先
）
を
明
記
／
受

付
：
10
月
26
日（
金
）か
ら

●
牛
久
市
商
工
会
☎
０
２
９
︲

８
７
２
︲
２
５
２
０
／
fax
０
２

９
︲
８
７
２
︲
１
９
９
１

子
ど
も
の
心
の

問
題
解
決

Ｓセ

ピ

ィ

Ｅ
Ｐ
Ｙ
倶
楽
部
は
、
子
ど
も

の
心
の
問
題
解
決
に
取
り
組
む

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
で
す
。

不
登
校
、
ひ
き
こ
も
り
、
ニ
ー

ト
、
家
庭
内
暴
力
、
摂
食
障
害

な
ど
に
つ
い
て
考
え
る
「
全
国

親
の
会
土
浦
大
会
」
を
開
催
し

ま
す
。子
育
て
で
お
悩
み
の
方
、

教
育
関
係
者
な
ど
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。参
加
無
料
で
す
。

（
申
込
制
）

▽
日
時
：
11
月
18
日（
日
）午
前

10
時
30
分
〜
午
後
４
時
15
分　

▽
場
所
：
土
浦
市
亀
城
プ
ラ
ザ

▽
講
師
：
金
盛
浦
子
氏
（
東
京

心
理
教
育
研
究
所
所
長
・
臨
床
心

理
士
）　

▽
内
容
：
第
１
部
＝

体
験
談
と
質
疑
応
答
、
第
２
部

＝
自
律
訓
練
法
と
グ
ル
ー
プ
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン　
▽
申
込
：

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申

し
込
む
。定
員
３
０
０
人
。

●
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｓ
Ｅ
Ｐ
Ｙ
倶
楽

部
☎
０
３
︲
３
９
４
２
︲
５
０

０
６（
受
付
＝
火
〜
土
曜
日
、午
前

10
時
30
分
〜
午
後
３
時
）
fax
０
３

︲
５
９
４
０
︲
４
０
３
０

親
子
で

フ
ラ
メ
ン
コ

フ
ラ
メ
ン
コ
同
好
会
「
バ
イ
レ

ボ
ニ
ー
タ
」
で
は
、
フ
ラ
メ
ン

コ
教
室
を
開
催
。親
子
で
楽
し

ん
で
み
ま
せ
ん
か
？
（
大
人
の

み
、子
ど
も
の
み
の
参
加
も
可
）

▽
日
時
：
毎
週
木
曜
日
、
午
後

５
時
15
分
〜
７
時
15
分　
▽
場

所
：
美
浦
村
中
央
公
民
館
大
ホ

ー
ル　
▽
対
象
：
５
才
〜

●
フ
ラ
メ
ン
コ
同
好
会
「
バ
イ

レ
ボ
ニ
ー
タ
」（
関
口
）
☎
０
２

９
︲
８
９
２
︲
２
０
３
７

歳
末

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー

舞
島
流
連
合
会
で
は
、
歳
末
チ

ャ
リ
テ
ィ
ー
「
踊
り
と
歌
の
バ

ラ
エ
テ
ィ
シ
ョ
ー
」
を
開
催
し

ま
す
。新
舞
踊
、民
謡
舞
踊
、プ

ロ
の
歌
手
に
よ
る
歌
謡
、
フ
ラ

ダ
ン
ス
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
す
。

入
場
無
料
で
す
。

▽
日
時
：
12
月
２
日（
日
）午
前

10
時
〜　
▽
場
所
：
あ
ず
ま
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー

●
舞
島
流
連
合
会
（
本
部
教
室
）

☎
０
２
９
９
︲
７
９
︲
０
５
７

５
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11月はありません
犬猫引取 11月の納税
手数料：2,000円（一匹）／場所：
江戸崎庁舎第2駐車場奥／日
時：11月1日（木）15日（木）29
日（木）午後2時10分〜30分
●稲敷市生活環境課
tel.029-894-2327（直通）

▪法律相談・心配ごと相談・行政相談・人権相談
月日		  相談種類	 会場
11月1日（木）	 　、　、　	 東庁舎
11月8日（木）	 　、　、　	 桜川庁舎
11月15日（木）	 　、　、　	 江戸崎公民館
11月20日（火）	 　	 	 江戸崎庁舎
11月21日（水）	 　	 	 東庁舎
11月22日（木）	 　、　、	 	 ふれあいセンター
11月29	日（木）	 	 	 江戸崎公民館
時間：　、　、　＝午後１時30分〜４時／　＝午後1時〜4時
　　法律相談　法律問題の相談に弁護士がお答えします。
電話でご予約ください。11月12日（月）・午前8時30分か
ら受付。定員は各会場6名です。
●稲敷市総務課tel.029-892-2000（内線2209）
　　心配ごと相談　日常生活の諸問題について相談に応じ
ます。電話でご予約ください。
●稲敷市社会福祉協議会tel.029-892-5711
　　行政相談　行政に関する相談を受け付けます。直接ご
来場ください。
●稲敷市総務課tel.029-892-2000（内線2209）
　　人権相談　人権に関する相談に、人権擁護委員などが
お答えします。
●稲敷市人権同和対策室tel.029-892-2000（内線3300）

▪交通事故相談
日時：12月19日（水）・午前10時から午後3時まで／会場：茨城
県稲敷合同庁舎
●県南地方交通事故相談所tel.029-823-1123
▪家庭教育相談
専門の相談員が、子育てに関する悩みにお答えします。
日時：11月1日（木）、15日（木）・午前10時〜午後4時／場所：
各公民館・生涯学習センター／申込：要予約（会場含め）／アドバ
イザー：臨床心理士	 森本純代先生
●稲敷市教育委員会生涯学習課tel.0297-87-3439（直通）
▪茨城子ども救急電話相談
子どもの急な病気の際に、看護師のアドバイスが受けられます。
平日の午後６時30分〜午後10時30分利用可能。プッシュ回線
の固定電話・携帯電話から＝tel. 局番なしの＃8000 ／非プッシ
ュ回線の固定電話・公衆電話から＝tel.029-254-9900
▪いなしき健康相談
医師が医療相談などに、24時間年中無休でお答えします。
●フリーダイヤルtel.0120-69-3389
▪消費生活相談　�
商品やサービス、訪問販売など消費生活に関する苦情、相談を専
門の相談員が受け付けます。「おかしい」と感じたら消費生活セン
ターへご相談ください！
相談日時：月、水、金曜日（祝日を除く）／午前9時30分〜4時30分
●稲敷市消費生活センター（東庁舎）tel.0299-78-3115（直通）

名称 相談内容 相談員 所在地・電話番号 方法・受付

教育相談 いじめ、不登校、友人関係など児
童生徒に関する教育相談全般 市教育相談員

市教育相談室（新利根庁舎）
tel.0297-87-0121（直通）

面接・電話：月〜金
午前9時〜午後5時

スクールカウ
ンセリング

上記と同様な内容
※江戸崎中・新利根中以外の方も利用
可（市内小中学校に限る）。全て予約制のた
め事前にお問い合わせください。

臨床心理に関し
専門的な知識・
経験を有したカ
ウンセラー

江戸崎中学校相談室
tel.029-892-3780（直通）

面接（予約）：火
午前9時〜午後5時

新利根中学校相談室
tel.0297-87-5033（直通）

面接（予約）：木
午前9時〜午後5時

家庭児童相談 養護、虐待、非行、育成、心身障害な
ど、乳幼児から児童に関する相談 市家庭相談員 市家庭児童相談室（新利根庁舎）

tel.0297-87-3247（内線3911）
面接・電話：月〜金
午前9時〜午後4時

▪ひとりで抱え込まないで!! いじめ・教育・児童福祉などの悩みにお応えします

発生件数：17（207）
　負傷者：22（269）
　　死者：0（3）
※9月1日〜30日
かっこ内は年累計

市の人口（常住人口） 交通事故件数
総人口：48,296人（6）
　　男：23,889人（-3）
　　女：24,407人（9）
世帯数：14,875戸（-1）
※10月1日現在。（ ）は前月比
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▪茨城県救急医療情報システム
休日診療当番医や小児科医による稲敷地域小児救急医療の情
報もこちらで確認できます。毎日24時間対応。
救急医療情報コントロールセンター＝tel.029-241-4199
救急医療情報システム＝ホームページhttp://www.qq.pref.
ibaraki.jp/ 、携帯サイトhttp://www.qq.pref.ibaraki.jp/kt/
▷小児救急輪番制▷月〜金：午後６時〜９時▷日曜：午前９
時〜正午／正午〜午後３時　※土曜・祝日は行っていません
■稲敷市子育て支援センター「あいアイ」（ふれあいセンター内）

月〜金曜日（祝日を除く）／午前９時〜午後４時
遊びたい時、いつでも・だれでも来られる所が稲敷市子育て
支援センター「あいアイ」です。子育て相談も行っています。
お気軽にご利用ください。また、各地区で「あいアイ広場」も
開催します。ご利用の場合には２日前までに電話予約を。
■あいアイ広場　開催時間：午前10時30分〜11時30分
11月7日（水）	 東保健センター／野菜のスタンプであそぼう
11月8日（木）	 あいアイ／野菜のスタンプであそぼう
11月14日（水）	 江戸崎保健センター／野菜のスタンプであそぼう
11月17日（土）	 あいアイ／あいアイフェスティバル（予約は9日まで）
11月21日（水）	 あいアイ／誕生会（11月生まれ）
11月22日（木）	 桜川保健センター／野菜のスタンプであそぼう
11月27日（火）	 あいアイ／やきいもを食べよう（予約は21日まで）
※対象は０〜３歳の子どもと保護者。
●稲敷市子育て支援センター「あいアイ」tel.0297-87-7070

informationくらしと情報

▪休日診療当番医　診療時間：午前9時から午後4時まで
11月3日（土）	 鈴木クリニック（沼田）tel.029-892-3640
	 小林医院（阿見）tel.029-889-1134
11月4日（日）	 古橋医院（西代）tel.0299-78-3770
	 森脇整形外科（阿見）tel.029-843-7888
11月11日（日）	 ゆはらクリニック（古渡）tel.029-894-2002
	 河合内科医院（阿見）tel.029-843-3301
11月18日（日）	 宮本病院（幸田）tel.0299-79-2114
	 湯原病院（阿見）tel.029-887-0310
11月23日（金）	 坂本耳鼻咽喉科医院（江戸崎）tel.029-892-2627
	 おおさわ眼科医院（阿見）tel.029-843-7272
11月25日（日）	 江戸崎眼科医院（佐倉）tel.029-892-0262
	 阿見第一クリニック（阿見）tel.029-887-3511
12月2日（日）	 江戸崎病院（阿波）tel.029-894-2611
	 河合内科医院（阿見）tel.029-843-3301
※都合により変更になる場合がありますので、確認してから
お出かけください
▪子育てカレンダー　活動時間：午前10時～ 11時30分
□子育て支援センター:新利根つばさ保育園tel.090-2210-7355
11月1日（木）	 絵本の広場（1歳〜2歳）／ 15組
11月6日（火）	 はいはい広場（はいはいの赤ちゃん）／15組
11月9日（金）	 あかちゃん広場（はいはい前の赤ちゃん）／15組
11月12日（月）	 手芸講座（ビーズ）／ 10組
11月13日（火）	 りすちゃん広場（1歳〜1歳半）／ 15組
11月15日（木）	 うさちゃん広場（1歳半〜2歳半）／ 15組
11月20日（火）	 くまちゃん広場（2歳半～）／ 15組
11月22日（木）	 サロンの日／どなたでも
11月28日（水）	 給食試食体験（離乳食完了児）／ 12組
11月29日（木）	 クリスマスアレンジメント講座／ 12組
□子育て支援センター : 江戸崎保育園tel.090-3232-2680
11月7日（水）	 子育て広場／どなたでも
11月15日（木）	 子育て広場／どなたでも
11月21日（水）	 子育て広場／どなたでも
11月28日（水）	 給食試食体験（離乳食完了児）／ 12組
11月29日（木）	 クリスマスアレンジメント講座／ 12組
▪園庭開放　活動時間：午前10時～ 12時�
保護者同伴の子どもたちに、保育所のお庭を開放します。�
▷江戸崎第2保育所	 第1・3火曜日
▷桜川保育所	 	 毎週水曜日

稲敷市地域交流スペース
特別養護老人ホーム水郷荘３階　tel.0299-79-2319
教室名	 日時
陶芸教室（予約制）	 火・木曜＝午後1時〜／日曜＝午前9時〜
囲碁教室	 月曜 午後１時〜
カラオケ教室	 火・土曜 午後１時30分〜
梅さんの落語会	 11月5日（月）午前10時30分〜
太極拳教室	 11月14日（水） 午後1時30分〜
生花教室	 11月15日（木） 午後1時30分〜
手話愛好会	 11月16日（金） 午後7時〜
ゆきちゃんの音楽会	11月20日（火） 午後2時〜
茶道教室	 11月22日（木）午前10時〜
料理教室	 11月26日（月） 午前10時〜
リハビリ体操教室	 11月26日（月） 午後1時〜
絵手紙教室	 11月28日（水） 午後1時30分〜
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1
市
内
各
地
で
運
動
会

秋
晴
れ
の
も
と
、
新
利
根
中
学
校
で
９

月
９
日
「
第
3
回
体
育
祭
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。競
技
は
、障
害
物
レ
ー
ス
、二

人
三
脚
、
棒
引
き
や
、
団
対
抗
リ
レ
ー

な
ど
18
種
目
が
行
わ
れ
、
生
徒
た
ち
は

さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
、
練
習
の
成
果

を
発
揮
し
て
い
ま
し
た
。（
表
紙
）

　
９
月
15
日
は
新
東
小
学
校
で
運
動
会

が
開
催
さ
れ
、
秋
の
透
き
通
っ
た
空
気

に
元
気
な
子
ど
も
達
の
声
が
響
い
て
い

ま
し
た
。（
写
真
ｃ
）

　
10
月
６
日
、
雨
で
延
期
し
て
い
た
桜

川
幼
稚
園
と
同
保
育
所
の
合
同
運
動
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。１
週
間
延
び
て

の
開
催
で
し
た
が
、
子
ど
も
達
は
や
る

気
満
々
。小
さ
な
体
を
思
い
っ
き
り
動

か
し
な
が
ら
、
楽
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

挑
ん
で
い
ま
し
た
。（
写
真
ａ
・
ｂ
）

2
ミ
ル
キ
ー
ク
イ
ー
ン
収
穫
祭

あ
ず
ま
米
産
地
づ
く
り
推
進
協
議
会
主

催
の
「
あ
ず
ま
ミ
ル
キ
ー
ク
イ
ー
ン
収

穫
祭
」
が
手
賀
組
新
田
の
水
田
で
、
９

月
８
日
開
催
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
イ
ベ

ン
ト
に
は
首
都
圏
の
消
費
者
と
地
元
児

童
、
生
産
者
の
約
１
９
０
名
が
参
加
。

た
わ
わ
に
実
っ
た
稲
を
刈
り
取
り
、
豊

か
な
自
然
の
恵
み
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

3
街
を
き
れ
い
に
清
掃
活
動

1a

1b1c
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4a

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
と
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ

ト
稲
敷
第
１
団
に
よ
る
道
路
の
清
掃
活

動
を
、
９
月
17
日
江
戸
崎
地
区
の
広
域

農
道
沿
い
で
行
い
ま
し
た
。空
き
缶
や

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
の
ご
み
を
、
汗
を

流
し
な
が
ら
集
め
ま
し
た
。

4
全
国
大
会
優
勝
！
GG
祝
勝
会

茨
城
ゴ
ー
ル
デ
ン
ゴ
ー
ル
ズ
が
こ
の
度

の
全
日
本
ク
ラ
ブ
選
手
権
大
会
で
見
事

優
勝
し
、
そ
の
祝
勝
会
が
９
月
29
日
セ

ベ
・
バ
レ
ス
テ
ロ
ス
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
で

行
わ
れ
ま
し
た
。会
場
で
は
選
手
と
後

援
会
員
約
１
１
０
名
が
今
ま
で
の
活
動

や
、
念
願
の
ク
ラ
ブ
選
手
権
優
勝
に
つ

い
て
楽
し
く
語
り
合
い
ま
し
た
。ま
た
、

少
し
遅
れ
て
欽
督
（
萩
本
監
督
）
が
登
場

し
、
今
大
会
の
喜
び
を
ス
ピ
ー
チ
い
た

だ
き
ま
し
た
。

5
長
寿
を
お
祝
い
敬
老
会

長
寿
を
祝
う
「
市
敬
老
会
」
が
９
月
17

日
、
江
戸
崎
体
育
館
で
行
わ
れ
、
市
内

の
お
年
寄
り
約
１
３
５
０
人
が
参
加
。

長
年
に
わ
た
り
地
域
の
た
め
に
尽
力
し

た
功
績
に
感
謝
し
、
長
寿
と
健
康
を
祝

福
し
ま
し
た
。今
年
の
対
象
者
は
、
市

内
で
75
歳
を
迎
え
る
男
性
２
３
２
６
人
、

女
性
３
９
３
９
人
の
計
６
２
６
５
人
。

式
典
で
は
、
米
寿
を
迎
え
た
方
や
長
寿

者
の
方
に
髙
城
市
長
よ
り
記
念
品
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

で・き・ご・と
9-10月

市内の様々な行事、
出来ごとなどを取り上げます。

●稲敷市秘書広聴課tel.029-892-2000（代表）

4b

5

23
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10
月
13
日（
土
）、
ゴ
ー
ル
デ
ン

ゴ
ー
ル
ズ
の
ホ
ー
ム
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
あ
る
桜
川
総
合
運
動
公
園

野
球
場
に
フ
ァ
ン
１
５
０
０
人

が
集
結
し
ま
し
た
。こ
れ
は
、

先
日
行
わ
れ
た
全
日
本
ク
ラ
ブ

選
手
権
全
国
大
会
の
優
勝
を
祝

し
て
開
催
さ
れ
た
「
稲
敷
応
援

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
開
催
さ

れ
た
た
め
。１
５
０
０
人
の
皆

さ
ん
は
紅
白
戦
や
選
手
と
の
交

流
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
こ
の
日
の
メ
イ
ン
は
、
歌
手

の
前
川
清
さ
ん
を
臨
時
監
督
に

迎
え
た
紅
白
戦
。野
球
だ
け
で

な
く
、
熱
い
ト
ー
ク
合
戦
も
繰

り
広
げ
ら
れ
、
ま
た
、
前
川
さ

ん
か
ら
歌
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ

り
ま
し
た
。結
果
は
６
対
４
で

萩
本
欽・

督・

率
い
る
白
組
が
勝
利

を
収
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
紅
白
戦
イ
ベ
ン
ト
の

前
に
は
、
小
中
学
生
を
対
象
と

し
た
野
球
教
室
が
行
わ
れ
ま
し

た
。４
０
０
人
の
子
ど
も
達
が

集
ま
り
、
Ｇ
Ｇ
の
選
手
に
バ
ッ

テ
ィ
ン
グ
や
守
備
の
指
導
を
受

け
ま
し
た
。

1500人のファンが集結
GG 稲敷応援フェスティバル

市
長
へ
の
手
紙
か
ら（
抜
粋
）

市
民
の
声
に

　
　
答
え
ま
す

■
市
民
か
ら
の
ご
意
見

私
は
東
地
区
外
の
住
民
で
す
が
、

図
書
館
が
遠
く
て
不
便
で
す
。

地
区
内
の
公
民
館
は
蔵
書
数
が

少
な
い
の
で
す
が
、
市
内
の
住

民
が
気
軽
に
読
み
た
い
本
を
読

め
る
よ
う
に
な
り
ま
せ
ん
か
？

■
市
長
か
ら
の
回
答

現
在
市
内
に
は
、
旧
東
地
区
に

市
立
図
書
館
、
他
の
3
地
区
の

公
民
館
に
は
そ
れ
ぞ
れ
図
書
室

が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。た
だ
、

ご
指
摘
の
よ
う
に
、
周
辺
の
市

と
比
べ
る
と
施
設
の
設
備
、
ま

た
、
蔵
書
の
数
や
種
類
に
お
い

て
大
分
劣
っ
て
い
る
の
が
現
状

で
す
が
、
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
を
図
る
た
め
各
図
書
館
・

図
書
室
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結

び
各
窓
口
で
の
貸
出･

返
却
が

で
き
る
よ
う
に
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
県
内
の
図
書
館
か
ら
図

書
を
借
り
て
利
用
者
に
提
供
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。今
後
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
図
書

の
予
約
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
く
予
定
で
す
。

ま
た
、
肝
心
の
蔵
書
数
の
点
で

す
が
、
現
時
点
で
は
図
書
約
10

万
冊
、
雑
誌
約
４
５
０
０
冊
、

視
聴
覚
資
料
約
８
９
０
０
点
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
の
方
向
性
と
し
て
は
、

市
民
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
中

で
利
用
し
や
す
い
図
書
館･

図

書
室
を
目
指
し
、
現
在
の
施
設

に
お
い
て
蔵
書
の
数
や
種
類
の

充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
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稲敷バラエティー

a のっぺい汁
材料（5人分）▷大根150g ▷ごぼう70g ▷にんじん
70g ▷さといも170g ▷油あげ1枚▷こんにゃく1/2

枚▷だし汁800cc ▷しょうゆ大3

作り方
1大根、にんじんは皮をむいていちょう切りにす
る。
2ごぼうは皮をそぎ、乱切りにして水にさらす。
3さといもは皮をむいて小口切りにする。
4油あげは短冊切りにする。
5こんにゃくは一口大の小口切りにする。
6鍋にだし汁と12345を入れ、柔らかくなる
まで煮る。
7材料が煮えたら、しょうゆで味を整える。

b れんこんバーグ

材料（5人分）▷豚合いびき肉250g▷れんこん250g
▷パン粉1/2カップ▷卵1個▷塩小1▷こしょう少々

▷料理酒大1▷酒適量▷みりん大2▷しょう油大1

作り方
1れんこんは皮をむき、おろし金でおろす。
2ボールに1、合いびき肉、パン粉、卵、塩、こしょ
うを入れよく混ぜる。
32を5つに分け、フライパンに油を引いて両面
を焼く。
4中まで火がとおったら、料理酒をふりかける。
5さらにみりん、しょうゆをいれ、照り焼きにす
る。
※火のとおりは、竹串を刺し透明な汁が出てくれ
ばOK右の写真は、今回の料理に挑戦していただいた稲

敷市食生活改善推進員協議会東支部（ヘルスメイ
ト）のみなさんと、あずま西小学校６年生。
　地元で昔から、お正月や田植え、稲刈り、お祭り
の時に食べられていたのっぺい汁と、地元で採れ
たれんこんのお手軽料理（合計4品）を、家庭科の
時間に子どもたちと作りました。
　紙面の都合上一食分の献立を、今回と次回の二
度に分けて紹介します。
　来月のレシピもお楽しみに！

食生活改善で
ヘルシーな毎日を！

＜ヘルスメイトからの提案＞
郷土の味を子どもたちに（その1）
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珍満飯店

■
お
店
紹
介

創
業
は
昭
和
37
年
。戸
張
町
で

ラ
ー
メ
ン
屋
と
し
て
始
ま
り
ま

し
た
。昭
和
44
年
に
大
正
橋
そ

ば
に
移
転
し
、
本
格
的
な
中
華

料
理
の
お
店
と
し
て
ス
タ
ー
ト
。

社
長
の
大
川
さ
ん
は
学
校
を
卒

業
後
、
東
京
の
上
海
料
理
の
有

名
店
で
修
行
。最
初
は
メ
ニ
ュ

ー
の
中
国
語
を
覚
え
る
こ
と
に

苦
労
し
た
そ
う
で
す
。

■
お
勧
め
の
商
品

お
店
の
１
階
は
麺
類
が
中
心
で
、

ラ
ン
チ
で
は
担
々
麺
の
セ
ッ
ト

が
一
番
人
気
で
す
。

　
２
階
、
３
階
は
コ
ー
ス
料
理
。

メ
ニ
ュ
ー
は
約
１
０
０
品
目
。

プレゼント
珍満飯店から読者の方5名に「お食
事券（3,000円分）」をプレゼント！
ぜひご応募ください。

▽応募方法：はがきに必要事項　①
お題「あなたの好きな餅の食べ方」
②郵便番号　③住所　④氏名　⑤年
齢　⑥電話番号を書いてご応募くだ
さい　▽応募先：〒300-0595 ／
広報稲敷「うまいもんプレゼント⑪」
係　▽締切：11月16日（金）消印有
効　▽注意：応募は一人1通／本人
以外の応募は無効／当選者には通知

わ
が
故
郷
の
味
、

　
　
発
見
の
旅
へ　
27
回

海鮮炒め、豚の蒸し煮込み、エビチリなど7〜8品。一人前3,000円のコースです

ごまの旨みと辛さが特徴の担々麺。ラ
ンチの人気メニューです

季
節
に
合
わ
せ
た
料
理
を
お
出

し
し
て
い
ま
す
。１
人
前
３
０

０
０
円
〜
５
０
０
０
円
の
コ
ー

ス
が
お
勧
め
。人
気
が
あ
る
の

は
、
豚
の
蒸
し
煮
込
み
、
カ
ニ

と
板
ク
ラ
ゲ
の
酢
の
物
、
エ
ビ

チ
リ
、
海
老
の
す
り
身
揚
げ
な

ど
。手
の
込
ん
だ
料
理
は
時
間

が
か
か
る
の
で
、ご
予
約
を
！

■
お
店
の
こ
だ
わ
り

食
材
は
国
産
の
も
の
を
使
用
。

野
菜
は
自
ら
出
向
い
て
品
質
の

良
い
も
の
を
厳
選
し
て
い
ま
す
。

お
店
の
モ
ッ
ト
ー
は
、
い
つ
も

で
き
た
て
の
料
理
を
お
出
し
す

る
こ
と
。「
今
後
は
、
ど
ん
ど
ん

新
し
い
メ
ニ
ュ
ー
に
挑
戦
し
て

い
き
た
い
で
す
」と
大
川
さ
ん
。

大きな中華鍋で、火と格闘しながら手
早く料理を作っていきます

電話：tel.029-892-2054
住所：稲敷市高田3548番地42
営業：午前11時〜午後8時
定休：水曜日

皆さまのご来店を、心よりお待ちして
おります

警察署
珍満飯店

江戸崎庁舎

運動公園
大正橋

カスミ
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第18回　山
やま
田
だ
須
す
美
み
子
こ
さん

プロフィール
特別養護老人ホーム「すだち
の里」介護支援専門員・生活
相談員。今年「介護施設でく
らす人々・人間模様」を出版。
専門誌への連載や、学生など
に講演活動を行う。59歳。
●稲敷市月出里77番地tel.	
029-893-1515

今月は、20数年の介護士経験を生
かして「介護施設でくらす人々・人
間模様」を自費出版された山田須美
子さん（伊佐津）です。

■介護士になったきっかけ
きっかけは、老人介護施設の見学に
行った時のことです。入所している
方々とお話をしたんですが、一人の
おばあさんが帰る時間になっても私
の手をギュっと握って離さなかった
んです。その姿が亡くした母と重な
りました。両親を早くに亡くし、親
孝行できなかったという思いがあっ
たので、この介護士という仕事が私

の天職だと感じました。入所される
方は施設を我が家のように感じてい
ます。そんな大勢のお年寄りのお世
話をするのが、私の生きがいなんで
す。

■本を執筆された理由
私は生活相談員として、入所者や家
族からさまざまな相談を受けていま
す。介護では困っている人がたくさ
んいるのです。この現場での経験を
もとに、認知症を介護する家族へア
ドバイスや今の介護制度の問題点な
ど、いろいろなテーマで書いていま
す。これまで長く仕事をしてきたの

で、自分の仕事を見つめ直し、次の
世代に引き継ぎたいという思いがあ
りました。介護をする職員もこの本
が励みになってもらえればうれしい
です。介護に関わる人もそうでない
人もぜひ読んでいただきたいです。

■今後の目標
人生を長く生きてる人からは、いっ
ぱい学ぶところがあり、毎日が発見
なんです。この経験を生かして、次
の本も書いてみたいですね。また、
介護で困っている人の相談に今後も
積極的にかかわっていきたいです。
今後ともご支援をお願いします。

稲 敷 で 生 き る 人 々
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精神保健
内容：こころの健康、悩み、病気についてご相談ください。／申込：予約制。ふれあいセンターへ申し込む
12月3日（月）	 こころの健康相談	 午後1時30分〜3時30分	 桜川保健センター
12月20日（木）	 こころの健康相談	 午後1時30分〜3時30分	 ふれあいセンター
12月20日（木）	 こころのリハビリ	 午前10時〜11時30分	 ふれあいセンター

乳幼児予防接種
申込：予約制。ふれあいセンターへ申し込む。12月実施分は11月20日（火）から受け付け
12月3日（月）	 麻しん風しん混合（MR）	 午後1時10分〜40分	 江戸崎保健センター
12月4日（火）	 ポリオ	 午後1時10分〜40分	 江戸崎保健センター
12月5日（水）	 三種混合	 午後1時30分〜2時	 東保健センター
12月6日（木）	 BCG	 午後1時30分〜2時	 東保健センター
12月17日（月）	 三種混合	 午後1時10分〜40分	 江戸崎保健センター
12月19日（水）	 ポリオ	 午後1時30分〜2時	 東保健センター
12月20日（木）	 麻しん風しん混合（MR）	 午後1時10分〜40分	 ふれあいセンター
12月20日（木）	 BCG	 午後1時10分〜40分	 江戸崎保健センター

離乳食相談・住民健康相談
内容：保健師、栄養士が、赤ちゃんの離乳食や健康の相談にお答えします／申込：予約制、ふれあいセンターへ申し込む
11月19日（月）	 午前10時〜11時	 桜川保健センター

健診
総合健診
申込：予約制。ふれあいセンターに申し込む。受付時間：午前8時30分～午後5時15分／実施日の受付時間は、午前7時、
8時、9時、10時／詳しくは「保健行事予定表」（3月配布済み）を参照
申込：11月12日（月）〜14日（水）	 実施：12月8日（土）	 ふれあいセンター

婦人科検診
申込：予約制。ふれあいセンターへ申し込みください。
申込：10月29日（月）〜31日（水）	 実施：12月10日（月）〜12日（水）正午〜	 桜川保健センター

献血
血液が不足しています。ご協力お願いします
12月20日（木）	 午前9時30分〜11時30分	 桜川保健センター
12月20日（木）	 午後1時30分〜3時30分	 稲敷市役所東庁舎

人間の生命を維持するために欠かせな
い血液は、人工的に造ることができず、
また長い期間、保存もできません。

　輸血に必要な血液をいつでも十分に
確保しておくためには、絶えず皆さま
からの献血が必要となります。毎年、

　　　献血のお願い
　　　　　秋から冬場にかけて血液が不足します

秋から冬場にかけて、献血者が減り輸
血用血液が不足します。
　輸血が必要な人の生命が支えられる
よう、献血のご協力をお願いします。
●茨城県赤十字血液センター土浦出張
所tel.029-822-1308 ／土浦市下高
津2-7-39
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●稲敷市健康増進課ふれあいセンター（ふれあいセンター）tel.0297-87-6111（直通）

保健センター

男も積極的に家事に参加する時代とい うことで、市食生活改善推進員協議会

　　　男の料理教室
　　　　　男性も積極的に家事に参加しましょう

新利根支部では、昨年に引き続き「男
の食生活講座」と題した料理教室を8
月5日に開催しました。今年の参加者
は11人で上手な包丁さばきの方から
エプロンの結び方も分からない方まで
の幅広さ。講師の根本先生と食改新利
根支部の皆さんは、各人のレベルに合
わせて指導しながら、おいしい作品を
完成させていました。
●稲敷市健康増進課（ふれあいセンター）
tel.0297-87-6111

どんな病気？
毎年冬の寒い時期に、乳幼児を中心に
「冬季下痢症（ロタウイルス性下痢症）」が
流行します。ウイルス性の下痢症で、
2歳未満のお子さんを中心に11月頃
から翌年5月頃までみられます。なお、
大人でもうつりますので注意しましょ
う。

原因は？
ウィルスによる便からの経口感染で
す。感染力が強く、下痢便中に排泄さ
れたウイルスが、手を介して他の食器
や食べ物についてうつります。ウイル
スの種類はA～ E群まであり、何度で

も感染することがあります。

症状は？
嘔吐、微熱から始まり、数時間後に下
痢が始まることが多いようです。嘔吐
は2～ 3日、下痢は5～ 7日くらい続
きます。下痢は米のとぎ汁のような白
色水様便がみられます。

治療は？
通常の下痢嘔吐症の内服治療を行いま
す。脱水を起こしやすいので注意しま
しょう。

予防は？
ロタウイルスは約1週間便中に排泄さ

　　　冬季下痢症（ロタウイルス性下痢症）に注意
　　　　　毎年、冬の季節になると流行します

れるといわれています。おむつ交換時
にはよく手を洗いましょう。

脱水症状に注意！
尿の回数や量が減る。皮膚や唇が乾燥
している。元気がなく、ぐったりして
いる。顔色が悪いなどの症状がでたら
危険信号です。電解質を含むイオン水
や湯冷まし、ミルクなどを少し温めて
少量ずつ飲ませましょう。
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「稲敷市&鹿島アントラーズサッカー
スクール」が10月8日、江戸崎総合運
動公園で開催されました。教室には鹿
島アントラーズのクリニックコーチ、
鮎澤健広さんと渡邉雄司さんが講師と
なり、市内スポーツ少年団の子ども達
など、男女約60人が参加。年齢ごとに
グループに分かれ練習が行われまし
た。教室では「楽しくボールと遊ぶ」を

生涯学習
●稲敷市教育委員会生涯学習課（新利根庁舎）tel.0297-87-3439（直通）

し込みください。
●稲敷市教育委員会生涯学習課（新利
根庁舎）tel.029-892-2000（内線3704）

　　　第3回稲敷市文化祭
　　　　　11月3日から5日、4地区で同時開催！

稲敷市文化祭を11月3日（土）から5
日（月）までの3日間、市内4地区の会
場で開催します。
　会場では、市民の皆さんの作品展示
や各種発表会が行われます。
　また、11月3日は、オープニングイ
ベントとして市文化協会芸能発表会や
芸能人コンサートなどが新利根体育館
で行われます。入場は無料です。ぜひ
ご来場ください。詳細はチラシ（クリー
ム色、10月中旬区長配布済み）をご覧く
ださい。
フリマ出展者募集
フリーマーケット出店者も募集中。ご
希望の方は生涯学習課まで電話でお申

テーマに、ボールを蹴る、止めるなど
基本練習を中心に行いました。また後
半は、ミニゲームを行い懸命にボール
を追い掛けていました。子ども達は、
アントラーズのコーチからのアドバイ
スを受け、真剣に取り組んでいました。
　参加した、横田朋裕くん（柴崎小学校・
3年）は、「アントラーズのコーチや友
だちと、トレーニングやミニゲームが

　　　鹿島アントラーズ
　　　　　サッカースクール

日程 場所 内容

11月3日（土）
　〜5日（月）

江戸崎体育館、新利根公
民館、桜川公民館、あず
ま生涯学習センターなど

作品展示、各種発表会

11月3日（土） 新利根体育館 ▽開会＝午前9時30分〜
▽芸能人コンサート＝午後1時〜／
出演：角川博、鳴海聖子、山中明美

新利根公民館
新利根庁舎周辺

模擬店、バザー、フリーマーケット、
動物ふれあい広場、消防広場、大工
さんの実演など

できて楽しかったです。」と笑顔。岡沢
大雅くん（高田小学校・3年）は「雨の中
のサッカーは楽しかったです。コーチ
のキックはすごかった、ボクもあんな
キックを蹴りたいな。」と感想を語っ
てくれました。

角川博 鳴海聖子



25　広報稲敷平成19年11月号

	 ●稲敷市立図書館tel.0299-79-3111、検索：opac.city.inashiki.lg.jp
	 ●江戸崎公民館図書室tel.029-892-4110
	 ●新利根公民館図書室（改善センター内）tel.0297-87-2175
	 ●桜川公民館図書室tel.029-894-2981

図書だより

図書カレンダー 11月

市立図書館休館日＝■
	 日	 月	 火	 水	 木	 金	 土
					     1	 2	 3
	 4	 5	 6	 7	 8	 9	 10
	 11	 12	 13	 14	 15	 16	 17
	 18	 19	 20	 21	 22	 23	 24
	 25	 26	 27	 28	 29	 30
江戸崎図書室
毎週月曜日、11月2日（金）〜5
日（月）、7日（水）、23日（金）、
27日（火）休室
新利根・桜川図書室
毎週月曜日、11月1日（木）〜7
日（水）、23日（金）休室
■開館（室）時間：午前9時〜午後
５時、※図書館は水曜日のみ午前
11時〜午後7時

公民館図書室

おはなし会
ボランティアの方が絵本を読んでくれ
ます。
▽日時：11月17日（土）午後2時〜3
時　▽場所：江戸崎公民館和室2

文化祭による休室
▽江戸崎図書室＝11月2日（金）〜7
日（水）　▽新利根図書室＝11月1日
（木）〜7日（水）　▽桜川図書室＝10
月26日（金）〜11月7日（水）

リンドグレーンの魅力にひたってみて
はいかがでしょうか？

子ども映画会
▽題名：「長靴をはいた猫」　▽日時：
11月17日（土）、18日（日）午後2時
〜（上映時間50分）　▽申込：当日、図
書館カウンターへ申し込む　▽定員：
70人

おはなし会
ボランティアの方が、紙芝居や大型絵
本を読んでくれます。
▽日時：11月25日（日）午前10時30
分〜

おりがみ教室
おりがみで、動物などを折ってみませ
んか？
▽日時：11月11日（日）午前10時30
分〜　▽申込：当日、図書館カウンタ
ーへ申し込む　▽定員：20名

市立図書館

リサイクル本を差し上げます
リサイクルブックフェアを開催しま
す。除籍した本や雑誌を差し上げます。
▽場所：図書館2階　▽申込：当日、図
書館カウンターへ申し込む
11月3日（土）

▽時間：午前9時〜　▽対象：市内在
住の中学生以上の方　▽必要なもの：
身分証明書（各自必要）　▽その他：一
人5冊まで、交代制で入場。
11月4日（日）

▽時間：午前9時〜　▽対象：どなた
でも　▽その他：冊数の制限無し

今月の展示
アストリッド･ リンドグレーン
「長くつ下のピッピ」の生みの親で知
られる、スウェーデンの女性児童文学
者です。子ども達の心理を巧みに描い
た数多くの児童文学を残しています。

新着図書（図書館）
「ニ荒」立松和平、
「つくもがみ貸し
ます」畠中恵、「ま
ぼろしハワイ」よ
しもとばなな、「愛
に似たもの」唯川
恵　※写真左から
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は
じ
め
に

何
年
位
前
で
し
ょ
う
か
、「
明

治
は
遠
く
な
り
に
け
り
」
と
懐

古
さ
れ
た
の
は
…
。今
で
は
語

り
継
が
れ
る
事
も
な
く
な
っ
た

明
治
新
政
府
発
足
当
時
の
、
常

陸
国
河
内
郡
阿
波
村
組
合
須
賀

津
村
の
地じ

方か
た

資
料
を
紹
介
し
ま

す
。

　

江
戸
幕
府
終し
ゅ
う

焉え
ん

せ
ま
る
嘉か

永え
い

６
年
６
月
３
日
、
浦
賀
に
ペ

リ
ー
艦
隊
が
押
し
寄
せ
る
と
幕

府
は
軍
備
拡
充
に
追
わ
れ
、
そ

の
余
波
は
旗
本
大
久
保
権
右
ヱ

門
地ち

行ぎ
ょ
う

所し
ょ

の
須
賀
津
村
百
姓

に
も
度
重
な
る「
軍
用
金
」、「
入

用
金
」
と
し
て
圧
し
掛
か
り
ま

し
た
。続
く
安あ
ん

政せ
い

に
は
地
震
・

津
波
・
洪
水
な
ど
の
天
災
が
頻ひ
ん

発ぱ
つ

し
、
疲ひ

弊へ
い

し
た
大
久
保
知
行

の
須
賀
津
二
十
四
軒
の
内
九
軒

が
潰
れ
、
残
り
十
五
軒
で
も
六
、

七
軒
が
赤せ
き

貧ひ
ん

遣や

る
方
無
く
家
財

取
片
付
け
立た
ち

退の
き（

逃
ち
ょ
う

散さ
ん

）し
ま
し

た
。明
治
前
夜
の
当
地
域
の
農

村
は
こ
の
様
な
状
況
で
し
た
。

①
明
治
三
年
二
月
作
成
の
『
戸

数
人
別
并
な
ら
び
に

上
中
下
農
書
上
帳

扣ひ
か
え』に
は
、戸
数
五
十
軒
、人
別

三
百
八
人
と
あ
り
、
上
農
五
軒
、

人
別
三
十
八
人
、
中
農
二
十
七

軒
、
人
別
百
二
十
七
人
、
下
農

二
十
二
軒
、
人
別
九
十
四
人
、

と
宮み
や

谷ざ
く

県
役
所
に
報
告
し
て
い

ま
す
。こ
の
資
料
は
須
賀
津
村

に
残
し
た
控
え
で
す
。

②
明
治
三
年
五
月
作
成
の
『
義

倉
穀
書
上
帳
』
に
は
、
出
穀
人

と
し
て
上
農
五
人
が
、
そ
れ
ぞ

れ
二
・
四
・
六
・
五
・
三
俵
、合

わ
せ
て
「
二
十
俵
を
義
倉
に
積つ
み

置お
き

、
春
夏
の
扶ふ

持ち

米ま
い

拂ふ
っ

底て
い

の
節

に
窮
き
ゅ
う

民み
ん

に
貸
渡
し
、
秋
に
元
利

共
返
済
致
さ
せ
亦ま
た

積
置
、
年
々

村
方
へ
の
備
え
致
す
べ
く
候
」

と
、
出
穀
高
、
人
名
を
宮
谷
県

に
届
け
、
県
よ
り
「
神
妙
の
至

り
に
候
…
」
と
の
返
答
の
文
書

も
綴つ
づ

ら
れ
て
い
ま
す
。

③
明
治
三
年
十
月
作
成
の
『
極

窮
切
迫
人
取
調
書
上
帳
」に
は
、

　

一
家
内
○
人　
　

下
農

　
　

内
男
○
人　
　

○
○
○
○

　
　
　

女
○
人

と
二
十
二
軒
、
人
別
百
三
人
、

内
訳
と
し
て
男
四
十
六
人
、
女

五
十
七
人
が
連
記
さ
れ
て
い
ま

す
。

④
明
治
三
年
作
成
の
『
義
倉
穀

拝
借
證し
ょ
う

文も
ん

』に
は
、
下
農
の
二

十
二
人
の
内
、
一
俵
二
斗
が
十

人
、
一
俵
が
八
人
、
二
斗
が
四

人
と
、
借
受
人
の
名
が
記
さ
れ

て
い
ま
す
。こ
の
外
に
伍
長
四

人
、什
長
四
人
が
引
受
人（
保
証

人
）と
し
て
、「
返
済
差さ
し

支つ
か
え

候
そ
う
ろ
う

節せ
つ

は
、
我
等
共
に
て
弁べ
ん

米ま
い

引ひ
き

受う
け

仕つ
か
ま
つり
、
各
々
方
へ
聊
い
さ
さ
かも
御
迷

惑
相あ
い

掛か

け
申
も
う
す

間ま

敷じ
く

候そ
う
ろ
う」
と
証

文
を
差
入
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
明
治
維
新
直
後

の
須
賀
津
村
は
、
三
百
人
ほ
ど

の
純
農
村
で
、
約
三
割
の
人
が

ふ
る
さ
と
探
訪
　
第
21
回

　
　
明
治
三
年
、須
賀
津
村
地
方
資
料

　
　
　
　
幕
末
の
荒
廃
か
ら
近
代
農
村
の
夜
明
け

●
市
郷
土
資
料
調
査
委
員
・
根
藤
隼
人

貧
し
か
っ
た
こ
と
、
こ
れ
を
助

け
る
た
め
上
農
が
米
を
義
倉
に

出
し
、返
済
に
あ
っ
て
は
什
長
・

伍
長
と
い
っ
た
人
々
が
保
証
人

を
し
、
相
互
扶
助
に
よ
っ
て
村

が
営
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え

ま
す
。

　

明
治
三
年
九
月
十
九
日
、
太

政
官
日
誌
40
、
御
布
告
写
し
に

は
、「
自い
ま

今よ
り

平
民
苗
字
差
許
さ

れ
候
事
、
先
祖
以
来
苗
字
不
分

明
の
向
は
、
新
た
に
苗
字
を
設

け
候
よ
う
致
す
べ
く
、
こ
の
旨

布
告
候
事
」
と
あ
り
、
こ
の
布

告
に
よ
り
十
月
に
取
り
調
べ
て

書
き
上
げ
た
の
が
、

⑤
『
苗
氏
名
前
取
調
帳
扣
』
で
、

表
紙
に
は
「
常
州
河
内
郡
阿
波

村
附
属
須
賀
津
村
」
と
あ
り
、

庄
屋
一
人
、
組
頭
二
人
、
什
長

五
人
、
伍
長
六
人
、
百
姓
四
十

一
人
の
苗
氏
名
前（
屋
号
）が
連

記
押
印
さ
れ
て
い
ま
す
。こ

の
四
十
一
軒
中
、
今
日
廃
家

が
十
四
戸
あ
り
、
内
二
戸
は

何
処
に
あ
っ
た
か
も
知
る
こ

と
が
出
来
ま
せ
ん
。

●
歴
史
民
俗
資
料
館
☎
０
２

９
９
︲
７
９
︲
３
２
１
１

①

②

⑤
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ar
ts

 a
nd

 li
te

ra
tu

re
稲
敷
文
芸

俳句

短歌

希
望
も
て
生
き
る
一
日
秋
多
忙	

坂
本
美
園（
戸
張
）

灯
り
消
し
寝
入
る
ひ
と
と
き
虫
の
声	

山
口
須
美
子（
上
君
山
）

草
陰
の
今
年
最
後
の
西
瓜
か
な	

武
部
三
郎（
小
角
）

白お
し

粉ろ
い

の
花
か
ぐ
は
し
き
宵
と
な
り	

篠
田
啓
子（
新
山
）

台
風
に
折
れ
た
る
杉
の
香
の
高
く	

中
條
や
い
子（
大
宿
）

秋
の
湖
は
る
か
に
望
む
羅
漢
山	

川
崎
典
雄（
鳩
崎
）

涼
と
り
し
窓
も
今
宵
は
閉
め
に
け
り	

代
静（
犬
塚
）

秋
風
に
岐
阜
提
燈
の
揺
れ
し
町	

宮
本
芳
子（
切
通
）

水
門
に
残
暑
の
あ
り
て
水
濁
る	

根
本
京
子（
高
田
）

薮
に
棲
む
鈴
虫
の
音
の
澄
み
と
う
る	

福
本
き
み
え（
新
山
）

一
瞬
の
生
命
を
も
や
せ
蝉
時
雨	

幸
田
不
死
男（
荒
宿
）

空
碧
く
鈍
行
に
揺
れ
秋
の
た
び	

細
川
え
つ
子（
荒
宿
）

紅
さ
し
て
海
月
の
よ
う
な
女
か
な	
青
木
啓
泰（
本
宿
）

野
い
ち
ご
を
ふ
と
摘
ん
で
み
る
散
歩
道	
下
田
ま
さ
え（
月
出
里
）

コ
ス
モ
ス
街
道
風
が
疲
れ
て
し
ま
ひ
け
り	

矢
口
由
里
子（
西
町
）

玄
関
を
一
夜
の
宿
に
ち
ち
ろ
鳴
く	

小
林
寿
恵
王（
田
宿
）

色
極
む
稲
田
に
期
待
ひ
ろ
が
り
ぬ	

大
久
保
晴
代（
古
渡
）

稲
の
秋
借
景
に
し
て
平
和
塔	

矢
崎
健
一（
古
渡
）

曼
珠
沙
華
丹
後
の
里
を
彩
り
し	

埜
口
信
子（
阿
波
）

初
秋
や
脱
い
で
は
洗
う
繰
り
返
し	

松
田
雪
江（
須
賀
津
）

新
米
を
炊
い
て
弁
当
声
弾
む	

松
田
敬
子（
岡
飯
出
）

秋
津
舞
う
公
園
に
あ
る
太
鼓
橋	

飯
嶋
伊
津
子（
阿
波
）

木
犀
や
古
き
蕎
麦
屋
の
置
狸	

鴻
野
の
ぶ
尾（
堀
之
内
）

天
空
に
大
輪
の
花
ち
り
ば
め
て
あ
わ
あ
わ
と
散
り
ど
よ
め
き
上
る	

雨
宮
美
世
志（
高
田
）

墓
洗
う
わ
れ
に
ま
つ
わ
る
赤
ト
ン
ボ
享
年
三
十
歳
ま
ぼ
ろ
し
の
子
よ	

内
田
君
代（
沼
田
）

窓
辺
よ
り
吹
く
風
あ
り
て
西
日
さ
す
黄
金
田
染
み
て
熟
れ
穂
の
匂
う	

小
嶋
ふ
く
江（
大
宿
）

酷
暑
続
く
暮
れ
ぐ
れ
に
鳴
く
蜩
の
声
細
々
と
み
じ
か
く
閉
ず
る	

坂
本
緑（
鳩
崎
）

地
に
出
で
て
限
り
あ
る
日
を
蜘
蛛
の
巣
に
捕
わ
れ
揺
る
る
蟬
幼
か
り	

根
本
冨
貴
子（
田
宿
）

花
咲
き
し
散
り
し
も
知
ら
ず
柿
の
実
は
た
つ
た
一
個
の
つ
き
い
た
る
ま
ま	

松
本
静
子（
西
町
）

呼
ば
る
る
も
呼
ぶ
も
な
つ
か
し
旧
姓
の
あ
の
日
に
か
え
る
久
の
集つ
ど

い
に	

三
島
文
子（
佐
倉
）

荷
造
り
の
時
よ
り
孫
の
顔
浮
か
ぶ
明あ
し
た日
は
届
く
ぶ
ど
う
柿
栗	

山
口
須
美
子（
上
君
山
）

夜
は
音
朝
は
落
ち
た
る
柿
の
数
耳
に
も
目
に
も
そ
の
威
力
知
る	

山
本
彰
治（
高
田
）

七
十
代
も
半な
か

ば
に
な
り
て
段
だ
ん
と
亡は

は母
の
し
ぐ
さ
に
わ
が
身
の
似
て
き	

篠
田
す
い（
下
太
田
）

芽
を
ふ
き
し
菜
を
け
ち
ら
し
て
雀
ら
の
砂
あ
そ
び
し
く
ぼ
み
小
さ
く
ま
ろ
し	

川
村
と
み（
堀
川
）

梅
雨
明
け
の
陽
ざ
し
を
浴
び
て
胸
い
つ
ぱ
い
青
葉
の
光
吸
ひ
込
み
て
立
つ	

坂
詰
よ
し
の（
柴
崎
）

久
々
に
満
月
出
で
て
に
っ
こ
り
と
孫
の
笑
顔
を
重
ね
見
て
お
り	

椎
木
道
代（
柴
崎
）

砲
弾
を
と
も
に
く
ぐ
り
し
看
護
生
叔
母
へ
の
献
花
に
日
立
一
期
生
と
あ
り	

宮
渕
敏
江（
下
太
田
）

稲
刈
り
の
済
み
し
安
堵
に
小
畑
に
大
根
五
畝
丁
寧
に
蒔
く	

永
長
小
夜（
古
渡
）

車
庫
に
入
れ
車
静
か
に
閉
ず
る
音
子
の
帰
り
た
る
確
か
な
る
音	

矢
崎
健
一（
古
渡
）

月
の
丸
き
空
に
ひ
ろ
が
る
花
火
い
く
つ
機
影
の
灯あ
か

り
そ
の
上
を
飛
ぶ	

山
口
朋
子（
結
佐
）

新
型
の
洗
濯
機
で
ん
と
据
え
て
子
は
澱
み
し
脳な
ず
きも
濯
げ
よ
と
言
う	

小
泉
實（
福
田
）

淙
淙
と
蛇
口
を
流
る
る
水
の
音
涼
し
さ
添
え
て
稲
田
を
め
ぐ
る	

諸
岡
静
江（
伊
佐
部
）

家
督
を
ば
息
子
夫
婦
に
託
し
た
り
大
き
肩
の
荷
ひ
と
つ
降
ろ
し
ぬ	

根
本
邦
子（
押
砂
）

独
り
に
て
見
る
気
の
起
き
ず
夫
亡
き
後
テ
レ
ビ
を
見
ぬ
ま
ま
百
ヶ
日
過
ぐ	

板
橋
道
子（
福
田
）

猛
暑
と
は
聞
け
ど
病
院
の
ク
ー
ラ
ー
に
老
い
の
ひ
と
り
身
背
中
さ
む
し
も	

柴
崎
文
子（
町
田
）

幼
ら
の
麦
藁
帽
子
が
泳
い
で
る
赤
い
波
打
つ
コ
ス
モ
ス
の
海	

諸
岡
ふ
じ
枝（
結
佐
）



ご意見を！　市民のみ
なさんのご意見、ご提
案を今後の編集に反映
していきたいと思いま
す。秘書広聴課まで。

コンビニストアーコンビニストアー
国道125号線国道125号線
新利根川新利根川伊佐部橋伊佐部橋

伊崎郵便局伊崎郵便局

あずま北小あずま北小

観音寺観音寺

稲妻雷五郎碑稲妻雷五郎碑

編集後記　▽今日取材場所に向かう途中、車窓から鮮やかなピンク色のコスモスが目に飛び込ん
できました。帰り道、もう一度コスモス畑に目をやると、ちょうど夕日が飛び込んでさっきとは違
った色合いの花びらに。一日で二度楽しめた事にちょっと得した気分でした。（ｉ）　「おしりかじ
り虫」のアニメーションをつくった方が開発中の、手軽にアニメを作成するソフト。デモを見てあ
まりの簡単さにびっくりというか、感動しました。（G4出）
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ぶら〜り・稲敷　no.29　観音寺（阿波崎）

阿波崎地区の南方、伊佐部地区との境
（あずま北小のそば）に天台宗観音寺が
あります。観音寺は、天文9年（1540）
に開山された歴史のあるお寺で、本尊
が馬頭観音であることから、農業が牛
馬の働きに頼っていた当時は、千葉県
からも参詣人が多数来ていたそうで
す。立派な欅

ケヤキ
のそばの山門をくぐり階

段を上ると、数えきれないほどの石仏
（大師様）に取り囲まれた本堂が、建っ
ていました。

　このお寺は第7代横綱稲妻雷五郎が
祈願におとずれていたということでも
知られ、観音寺前の道路端には「稲妻
雷五郎之碑」と刻んだ石碑が建てられ
ています。地元では雷五郎が力士にな
るとき、ご本尊の観音様に日参し「寺
の仁王様の指１本分の力だけでもお授
けください」と願をかけると満願の日
に仁王像の右小指が１本落ちていて、
それから怪力無双となり横綱にまで出
世したという伝説も語られています。

残念ながら通常は仁王様を見る事はで
きませんが、毎年1月18日と2月3日
にはそのお姿を観られるそうです。


